


この度は「宇宙開発フォーラム 2023 報告書」を手に取っていただき、誠にあ
りがとうございます。

宇宙開発フォーラム実行委員会 (SDF) は、「主に社会科学の視点から宇宙開発
を分析し、その課題発見や解決を目指すとともに、それらを議論する場を社会に
広く提供すること」を目的とし、活動しております。

その活動の一環として開催している「宇宙開発フォーラム」は、幅広い視野
から宇宙開発の現状と課題を見つめ、宇宙開発の未来について考える場
を提供することを目的とするイベントです。

2023 年度のフォーラムは、「宇宙の魅せ方」をテーマとして、9月
9日 ( 土 ) ・9月 10日 ( 日 ) の 2日間にわたり日本科学未来館 
7F コンファレンスルーム 水星・火星・金星にて開催いたしました。
昨年度に引き続き、対面とオンラインを併用したハイブリッド形式
での開催により2日間で延べ 154 名もの方々にお越しいただき
ました。

本フォーラムの開催、普段の活動、ならびに報告書作成にご
協力いただいた皆さまに厚く御礼申し上げます。

本報告書には「宇宙開発フォーラム 2023」で行われたプロ
グラムの内容や、参加者の皆さまにご協力いただいたアンケー
トの結果、ならびに宇宙開発フォーラム実行委員会の普段の
活動内容などを掲載しております。

なお、本報告書の作成を含む宇宙開発フォーラム実行委員会 
(SDF) の活動は、SDF が独自に行っているものであり、特定
の外部組織の意向が反映されたものではありません。

「宇宙開発フォーラム 2023 報告書」について
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本年度も皆さまからの多大なるご支援を賜りまして宇宙開発フォーラム2023を開催できましたこ
と、大変嬉しく存じます。ご後援・ご協賛をいただいております団体・企業様をはじめ、多くの関
係者の皆さまに、厚く御礼申し上げます。

本年度の宇宙開発フォーラムは感染症対策による制限を緩め、2019 年度以来のフルスケールで
の開催といたしました。ポスターセッションにおける参加団体様の発表や立食形式でのレセプショ
ンでは多くの参加者の皆さまにご交流いただき、昨年度以上に活気溢れる宇宙開発フォーラムとな
りました。また、2021 年度より始まりましたハイブリッド形式での配信も加えて、宇宙開発フォー
ラム2023 は過去最大規模での開催となり、多くの皆さまにご参加いただけましたこと大変嬉しく
存じます。

さらに、本年度は内容につきましても新しい挑戦がありました。フォーラムのテーマを「宇宙の魅
せ方」と題し、宇宙事業における広報活動・リクルート活動や市民の視点からみた宇宙開発をメ
インテーマとして取り扱いました。また、宇宙開発の目標の一つである人類の宇宙進出の実現性や
その魅力についても議論いたしました。普段あまり扱われない内容が多く、議論の構成に大変苦労
いたしましたが、皆さまのご協力もあり、当日は大変興味深い議論を展開できたと感じております。

宇宙開発が活発になり宇宙活動が社会に与える影響も増大する中、宇宙業界を社会目線で見つめ、
宇宙開発の社会への「見せ方」や宇宙開発が目指す未来の「魅力」について参加者の皆さまが一
考する機会となっておりましたら幸いです。

さて、2003 年より開催してまいりました宇宙開発フォーラムは本年で 20 周年を迎えました。学
生の手で運営しております宇宙開発フォーラムですが、20 年間皆さまの温かいご支援とご協力を
賜りまして、充実したシンポジウムの開催が実現しております。私ども学生にとって、このような活
動を支えていただいております皆さまがいらっしゃることこそ、宇宙業界の「魅力」だと感じざるを
得ません。創立から今日まで、宇宙開発フォーラム実行委員会にご協力いただいた皆さまにこの

場を借りて心より感謝申し上げます。

今後とも宇宙開発フォーラムが「立場や分野の垣根を越えて宇宙開発につい
て議論する場」であり続けると同時に、私たち学生がこのような機会

を最大限活用し、「宇宙開発の未来を牽引する人材を生み出
し、繋げる」というSDFの使命を果たしていくためにも、

メンバー一同精一杯活動していく所存です。

今後とも宇宙開発フォーラム実行委員会を
どうぞよろしくお願い申し上げます。

令和 5 年 10 月

代表挨拶

宇宙開発フォーラム実行委員会 (SDF) 2023年度代表
東京大学 工学部 航空宇宙工学科 3年

波多江 貴斗3 4 
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菊池 優太 様

澤田 萌衣 様

寺田 昌弘 様

【経歴】
1981年、大分県竹田市生まれ。人間科学 (スポーツ科学 )分野の大学院修了後、
JAXAに入社。2020年に民間ファンドやJAXA等が設立した (一社 )SPACE FOOD-
SPHEREにおいては、ベンチャーから大企業までの様々な企業や大学・自治体等との連
携活動をコアメンバーとしてリードし、地球と宇宙に共通する暮らしの課題解決に向けた
研究開発や事業開発に取り組む。将来の夢は、「月面オリンピックを実現し、その実況を
すること」。

【経歴】
有人宇宙システム株式会社へ入社後、日本宇宙実験棟「きぼう」の実験運用準備を担当。
その後、宇宙航空研究開発機構へ出向し、きぼう船内実験室・実験ラックの開発を担当。
有人宇宙システムへ戻り、担当していた実験ラックを含む各装置を、運用面よりサポート
継続。一貫して、きぼう実験に関わった業務を実施してきた。現在は地球低軌道利用の
ビジネス拡大など、国際宇宙ステーション運用終了後にもつながる業務に携わっている。

【経歴】
大阪大学大学院生命機能研究科修了。専門は、宇宙医学、宇宙生物学。2009年に
JAXA宇宙医学生物学研究室 (向井千秋研究室 )に入社し、宇宙飛行士の健康管理技
術の研究に従事。2014年 10月から3年間、NASA Ames Research Center へ研
究留学し、宇宙滞在中の健康評価手法の開発に向けた研究に従事。その後、東京慈恵
会医科大学に移り、2018年 4月より現職。

一般社団法人 SPACE FOODSPHERE
理事/事業開発部長

有人宇宙システム株式会社 副主任

ければならないこと、閉鎖・隔離環境では人間関係の課題が
起こりうることが挙げられます。これらの課題は極限的な環境
に特有のものであり、宇宙の視点を持ち込んで地球の課題解
決につなげることを大事にしています。
これらの取組みについて、月面での10人から100人程度の
滞在が見込まれてくるであろう2040年前後をターゲットとし
ています。これから人が長期間暮らしていく中では、こういった
食料生産技術が必要になると考えています。

司会：
次に寺田様、宇宙医学での課題や寺田様の研究内容について
教えていただければ幸いです。

寺田様：
宇宙環境は地球の環境とはさまざまな点で異なるので、宇宙
飛行士がその環境に慣れて地球に帰ってきたときには地球の環
境に再適応しないといけません。その適応のための要望や対
策法を研究するのが JAXAの宇宙医学の目的です。他にも、
宇宙で筋肉が萎縮することや骨が弱くなることは、地上の骨粗
しょう症などの老化現象のメカニズムに似ているため、そのメ
カニズムを突き止めて高齢社会の医療に繋げることも宇宙医学
の目的の一つとなっております。
私自身は、宇宙飛行士の髪の毛を使った健康管理の研究、宇
宙から帰ってきた宇宙飛行士の運動感覚の変化に関する研究
などを行ってきました。
また、京都大学は将来の有人宇宙活動を支える宇宙医学人材
育成プログラムの創出ということで、さまざまな宇宙分野に将
来関わっていく方に宇宙医学的な知識を身につけていただくこ
とで将来的な宇宙開発の人材を育成するための教育活動を
行っています。

司会：
それでは次に澤田様、有人宇宙システムの事業内容について
お願いします。

澤田様：
JAXAからの契約で作業している「きぼう」日本実験棟や「こ
うのとり」の運用管制、宇宙飛行士や管制要員の訓練を実施
しています。運用管制では、今後月で住む時代に向けて開発
が進んでいる水再生装置などの実験に関する運用管制をしてお
ります。訓練に関しては、宇宙飛行士に認定された方の国際
宇宙ステーション(ISS)や「きぼう」の中での、実験装置や緊
急時の対応などの訓練を担当しています。
今後は ISSから商業宇宙ステーションに繋げていくフェーズで

京都大学宇宙総合学研究ユニット 特定准教授
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【対談内容】

Panel 
Discussion 1
宇宙でよりよく生活するために

講師情報

企画責任者｜ 待田凌

【コンテンツ概要】
今日、月での長期滞在を可能にするための開発が世界的に進
んでおり、一般人が宇宙で暮らす時代は徐々に近づいてきてお
ります。 

本企画ではこれまでの有人宇宙開発とこれからの有人宇宙開
発ではどのような点が変わるのか、有人宇宙開発の進歩に伴っ
て新たに生じる課題はどのようなものかを考察した上で、宇宙
でQOL (Quality Of Life) の高い暮らしを実現することの重
要性に着目し、宇宙でQOLを上げるための考え方や今後の
取り組みについてパネリストの方々に議論していただきました。

司会：
本日は宇宙生活をテーマとして、その中でも特にQOL
(Quality Of Life)、生活の質をキーワードとして議論していき
たいと思います。 

フェーズ1
司会：
まずは菊池様、SPACE FOODSPHEREの取組みとともに、
現在の宇宙開発の展望や将来の月面での生活などの構想をお
聞かせいただければと思います。 

菊池様：
有人宇宙開発が盛んになってくる中で、これまでとは宇宙開発
のやり方自体が変わってきているので、新しく取り組まなけれ
ばいけないことが多く出てきます。これまでは政府主導の宇宙
開発でしたが民間企業がどんどん参入してきており、職業宇宙
飛行士だけではなく旅行者や研究者が行くようになるでしょう。
そしてこれからは地球周回軌道だけでなく、月や火星を見据え
た開発がはじまります。食べ物は今までは地上から全て持参す
る形でしたが、これからは物資を地球から全て持ち込むのは大
変ですから、現地で生産することが重要になると考えています。
また食事に求められるものも状況によって大きく異なり、その
中で食事を通して生活者のQOLをあげることも大事になりま
すから、SPACE FOODSPHEREでは状況に合わせてどうい
う食事が必要かを考え、さまざまな企業や研究機関とともに研
究開発を進めております。 
また我々は、このように宇宙を見据えて開発した技術を地球で
も生かしていこうと考えています。現在の地球上には災害など
の課題が山積しています。月や火星でも地球でも共通する食の
課題として、資源が不足するため資源を高効率で循環させな



す。火星衛星探査計画 (MMX) やゲートウェイ、月周回有人
拠点などについても、JAXAから契約をもらった作業・業務を
実施して支援しているところになります。
また、QOLの向上に向けた取り組みも行っております。ISSの
中は閉鎖空間ということもありまして、宇宙飛行士からニオイ
が気になるというコメントが来ております。有毒なガスに対して
の検出機能は十分な状況ですが、ニオイという観点ではまだ十
分でない部分もありますので、QOL向上のために取り組んで
いるところです。弊社では空気清浄装置やニオイセンサを用い
ています。
職業宇宙飛行士は厳しい訓練の末、任務として ISSに滞在し
ています。しかし今後は宇宙旅行者が増えていきますので、任
務ではなく宇宙滞在自体を楽しみに来る人たちがいる訳で、
QOLの向上は大切になると思っております。

フェーズ2
司会：
具体的なQOLの課題を議論するために、小トピックを3つ用
意しております。ここからは実際にQOLをあげる上でどういう
ことが問題になるのかをお話しできたらと思います。

トピック1「QOLの個人差をどう考えるか」 
司会：
QOLは人によって定義が違うものだと思います。その中で、
QOLをあげる方法として、誰もが暮らしやすくなるための画一
的な方法と、個人個人に特化したQOLをあげる方法があると
思います。どちらを重要視して行なっていくかを議論していきた
いと思います。
まず澤田様、いかがでしょうか。

澤田様：
QOLの定義を考える上で、旅行者と長期滞在者といった2つ
に分けて考えてみます。
旅行者は短期間だけ宇宙に滞在することをイメージしています。
地上の旅行でホテルや旅館にいるといった過ごし方と同じよう
に、滞在を楽しむために豪華なホテルや掃除が行き届いた旅
館に行きたいのではないかと思っています。
一方長期滞在者となると、地上の暮らしと同じようにプライバ
シーや個々の空間といった「個」の必要性が挙げられます。自
分の過ごし方、個々の過ごし方を尊重できるようなものが必要
で、これは今の ISSにはちょっと難しいことです。今後の商業
宇宙ステーションや月面に関しては、それぞれのお部屋や「個」
の空間があり、あの人は運動を楽しんでいるけど自分たちは映

えますと、どんなところでも生き抜けるように訓練された宇宙
飛行士の皆が行かれるのか、はたまた宇宙旅行者が行かれる
のかによって、状況は大きく変わります。ですので、QOLを考
える上では、チーム全体、ミッション全体、その宇宙機全体へ
の影響を考えた上で、ちょうどいいQOLを得ることを考えな
ければなりません。
また長期滞在に関して言うと、人間はやはり最初の頃は非常に
モチベーションが高くある程度の不自由は乗り切れるところが
ありますが、どうしても時期が長くなると感情のコントロールや
精神安定のコントロールに影響が出ますので、期間やそれぞれ
のモチベーションも含めて考えていく必要があると考えておりま
す。
このトピックは非常に難しいテーマですが、本当に重要なこと
だと思います。これまでは宇宙活動自体が宇宙飛行士ありきで
したから、宇宙飛行士にある程度は我慢してもらっていた部分
がありますが、これからいろいろな人が宇宙に行くにつれて考
えていかなければならなくなるトピックだと思います。

司会：
登壇者の皆さまから、滞在の長さや宇宙に行く目的などのいろ
いろな視点を出していただきました。ここで扱った個々人の
QOLの定義は、非常に本質的で重要な問題だと思っておりま
す。
このQOLの問題を考える上での前提を整理できたところで、
次以降のトピックではより具体的な課題を議論します。

トピック2「空間的にも心理的にも閉鎖的な場をどう対処す
るか」
司会：
宇宙で閉鎖空間が課題となっていることはよく言われておりま
す。閉鎖空間という言葉をどう捉えるかは状況や定義にもより
ますが、私としてはただ単に空間が狭いということだけでなく、
危険と隣り合わせで精神的に落ち着かないことや、危険が多い
ため行動に制約がかかることなどによる精神的な窮屈さも重要
だと思っております。そのため、今回は空間的にも心理的にも
閉鎖的というトピックにさせていただきました。
そのような閉鎖空間において生活を組み立てていくためにはど
のようなことを考えなければならないかを考えていきたいと思い
ます。
まずは澤田様、お願いします。 

澤田様：
ISSの宇宙飛行士から、狭くて窮屈だったというような話はあ
まり出ていないです。むしろ微小重力空間で浮いてしまうので

空間的には広く感じますし、体がどこにもついてない状態で怖
く感じるという意見があります。ただ、圧迫感を与えないよう
に壁が基本的に白基調になって塗られている、窓がついている
などの工夫はされています。
また、危険と隣り合わせの環境ということについてはもちろん
その通りですが、むしろ宇宙飛行士が暮らしていく中で危険と
隣り合わせの状況に慣れてしまい、あまり危険と隣り合わせで
あることを意識しないような状況になってしまうこともあるよう
です。船外活動があるときや避難訓練のときに危険と隣り合わ
せであることを再認識する必要があるのが実情です。
閉鎖空間でのQOLの向上について先ほどの話にもあった通り、
チームでミッションを遂行していきますので、一緒にいるチーム
内での物事の共有によるつながりや、地上にいる家族や友人と
のつながりといったところを大切にすることで精神的な安定を
保つ必要があるという風に思っています。

司会：
ISSから月に行くと空間的には広くなると思いますが、それで
もこうした精神的な問題は完全に解決するわけではないでしょ
うから、閉鎖空間はこれからも重要な課題だと思いました。
寺田様はいかがでしょうか。

寺田様：
閉鎖空間の影響が一番あるのはストレス的な部分だと思いま
す。文化も、趣味趣向も、考え方も、場合によっては宗教観
も違う数人の宇宙飛行士が集まって生活することは、それなり
のストレスを伴います。
アメリカの方のアリゾナ州にあるBiosphere 2という閉鎖環
境施設があり、そこで2年間、10人弱の人々を閉じ込めて完
全閉鎖空間で長期間自給自足の生活をさせようとしたことがあ
ります。しかし長続きはせず、わずか2年間で終わってしまい
ました。やはり対人的なストレスがかなり大きかったようです。
そのストレスの発散方法については、宇宙で暮らす上でのキー
ワードになると思います。例えば地上にいれば、狭い空間で閉
じこもっていても外の空気を吸いに行くために散歩や買い物に
行くなどのことができると思いますが、宇宙ではそれができま
せん。しかし宇宙にはゲームがたくさんあるわけでもなく、誰
かといろいろな趣味を共有し合うことも難しいです。
1～ 2日の滞在であればストレスはあまり気にしなくても月面
に行って低重力を楽しんで帰ってくることができると思います。
ただ、1ヵ月以上行ったときに、同じようにずっと月面の基地
で楽しく過ごすことは難しいでしょう。そこで菊池さんの専門で
ある食事は有効なストレス発散方法になると思います。食事に
も宇宙ならではの要素を取り入れて楽しめるようになると、一

画を見ているといったような、地上と同じような暮らしが宇宙
でもできるようになれば、QOLが上がっていくと考えておりま
す。

司会：
今の話を踏まえて、寺田様はいかがでしょうか。

寺田様：
どういう風な生活様式を想定するかにもよります。2週間ぐら
いの短期滞在でも、宇宙に行くと抗重力筋が2割ほど萎縮し
ます。他にも筋肉や免疫系が衰え、体液シフトが起こって血液
の量が減るなど、宇宙に行くと体にはあまりいい影響がないで
す。宇宙飛行士はそういった体の変化を抑え予防するために、
毎日2～3時間の運動をしています。ミッションとして行かれる
職業宇宙飛行士なので長時間の運動についても当然と捉えて
行かれていると思いますが、一般の方が宇宙に旅行するときに
同じように運動すると、運動すること自体がかなり負荷になり
ますので、体の変化は予防できてもQOLが下がるかもしれな
いと思います。宇宙医学的に一番QOLを保つ方法として、技
術的に可能かどうかは別問題ですが、月や火星などの低重力
環境に地球と同じ環境を持ち込むことで人工重力で常に1Gが
かかっている状態にするという方法があります。
それゆえ、仕事などである程度の不都合は許容できる方が宇
宙に行くのか、本当に楽しみたい方が行くのかによってかなり
違ってくると思っており、QOLを考える上でここが一番肝になっ
てくると思っています。

司会：
菊池様はどうお考えでしょうか。

菊池様：
QOLをあげることが全てではないと思っています。例えば登山
される方やキャンプに行かれる方のように、その場その場で、
その不自由さを含めて楽しむという場合もあるでしょう。キャン
プ場に普通の家やいつもと同じようなベッドがあってもあまり意
味がありません。食も同じように個人差があり、毎日同じもの
を淡 と々食べてそれ以外に時間を費やしたい人もいますし、こ
の問題は一律でこれをやれば全員のQOLが上がるというもの
ではないです。
また、特にこれからの宇宙ミッションを考えたときに、1人単
独はほぼあり得ないので、場合によっては広くない基地の中で
2人が約1ヶ月暮らしをする状況が想定されるかもしれません。
その2人が、第一に人命を喪失しないこと、さらにはその中で
必要なミッションを達成していくという中でのQOLの状態を考
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般人が宇宙に行くきっかけになり、なおかつストレスが発散で
きるような機会になると思っています。
また、衛生管理の問題があります。これまでは打上げの10日
前から完全に隔離し、病原菌を持ってないということを確かめ
て宇宙に行くことで、宇宙に病原菌を持っていかないという方
法が取れます。しかし、今後一般の方が多く行くようになった
ときにはそこまでのことはできないと思いますので、新型コロナ
ウイルスのような新興感染症が宇宙でもし起こるとすぐにパン
デミックが起きてしまうと思います。

司会：
菊池様は、今の話を踏まえていかがでしょうか。

菊池様：
今の ISSであっても狭いことだけがストレスやQOLに直結す
るというよりは、誰がいるか、どういう状況か、次の日の仕事
がどんなものかなど、いろいろな要素がQOLに絡んでいます。
他には個々人の普段の習慣という観点も大事です。
宇宙飛行士の方や南極、海外の僻地プラントといった閉鎖空
間といえる場所で生活や仕事をされている方に閉鎖空間での生
活は普通の生活とどのようなところが違うかについてお話を聞
くと、閉鎖空間は「外」に行けず、「逃げ場」もないという点で、
仕事と生活の区切りをつけることが非常に難しい場所であると
わかります。そのため閉鎖空間で暮らすといっても、プライバ
シー空間や「逃げ場」がある設計は大事です。
また、閉鎖空間の他に隔離環境という言葉もあります。今の
ISSでは何かあったらすぐ宇宙船で戻ってこられますが、暮ら
す場所が宇宙ステーションから月、火星へと変わっていくと、
今ほどすぐに帰れはしません。宇宙におけるQOLでは単に閉
鎖空間として考えるだけでなく、地球とどれだけ離れているか
という点も考えていくのが必要だと思います。

トピック3「食がQOL向上としての役割を果たすためには」
司会：
食が果たす役割はただ単に栄養を取ることだけではなく、その
おいしさを楽しむこと、食べながらコミュニケーションが発生す
ることなどのいろいろな役割があると思います。
そのような役割を果たすための考え方について、皆さんにお聞
きしたいと思います。
澤田様からお願いします。

澤田様：
宇宙への輸送費用が高いため、今の宇宙食は基本的に乾燥さ
せて長期間保存できるようにされたものが多いです。最近は有

寺田様：
宇宙医学の宇宙飛行士に対しての知見を一般の方に応用でき
るかというと、おそらく一般の方が宇宙旅行をするときに多く
の訓練やリハビリが必要ということになるので、今の宇宙医学
のから考えるとビジネスとしては難しいというのが正直なところ
です。ただ、今の宇宙医学の一般人に使えそうな知見として、
宇宙に行っている間だけは細胞分裂の回数を決める遺伝子が
伸びることで寿命が伸びるかもしれないという知見があります。
それから宇宙放射線の知見について、放射線対策を原発問題
に絡めて、原発の従事者の方の対策に適用できるかもしれませ
ん。他には宇宙での体の変化を地球の老化現象の解明にも使
えると思います。
ほかにも基礎実験としては人工臓器を宇宙では培養しやすいな
どさまざまな利用に使えますが、知見が宇宙ビジネスとして成
り立つにはまだ時間がかかると思います。

司会：
ありがとうございます。宇宙ビジネスをするのは少し難しいとい
う意見がありましたが、澤田様はこの意見についてどう思いま
すでしょうか。

澤田様：
同意見です。宇宙となるとどうしても難しく、特別な実験がさ
れているという印象がとても強いかと思っています。ただ、弊
社のような中小企業でも先ほどのニオイセンサなどを打ち上げ
ていけることをアピールしていくことで宇宙ビジネスに参入する
ハードルを下げ、皆さんがさまざまな切り口から宇宙ビジネス
に興味を持ってチャレンジできるような環境になっていくと思い
ます。
今後は ISSから商業ステーションに移行することで、微小重力
環境の研究利用に主に使われていたものが、宇宙旅行やエン
ターテイメントなどが生まれてさらにビジネス色が強くなってい
くかと思います。

トピック2「2040年にはどのような問題が起きているのか」
司会：
ある程度一般人が宇宙で暮らせるようになってきた頃に、どう
いう問題が起きているのかを3人に考えていただきたいと思っ
ています。
菊池様はいかがでしょうか。

菊池様：
宇宙に行くための価格がある程度下がってきたときに、比較的
興味本位の人も含めていろんな人が宇宙に行き始めることで、

名な民間企業が作った宇宙食も打上げられており、宇宙で食
べられるものは増えています。また、今は生鮮食品であっても
打上げの直前にロケットに搭載することで、宇宙飛行士が食べ
ることが可能になっています。ただし月面となると生鮮食料品
を運ぶ期間が長すぎて腐ってしまいますので、月面での栽培を
しなければならないと考えて今は ISSでも部分的に栽培をトラ
イしております。
食を楽しむというところでは、クリスマスなどの特別な日は宇宙
飛行士がクッキーのデコレーションのコンテストなどを開催して
おります。地上と同じように、宇宙でも食を楽しめるような取
組みが行われているのです。

司会：
菊池様はいかがお考えでしょうか。

菊池様：
結局のところ、食のタイミングはどうしても1日3回訪れてし
まいますし、やはり1回 1回が非常に重要で、このタイミング
で何か起きるとトラブルにつながりやすいです。例えば宇宙な
ら基地の中の空気が悪くなったり、地球でも食事に不満がある
と夫婦喧嘩に発展することもあると思います。宇宙滞在の場合
は足りない食材を簡単に補充できない制約の多い環境です。
なおかつ長期滞在になる中で、いかに最適なものを提供してい
くかという部分はキーになってくると思います。例えば南極の
越冬隊の場合は必要な分を事前に計算した上で、1年分の食
材をまとめて持っていくそうです。その中で単純に味や在庫管
理をするだけでなく、制約の多さを感じさせないように提供し
ていくことが大事になります。同じことが宇宙での食事にも言
えます。
また、宇宙飛行士の皆さんにはクルーケアパッケージというこ
とで、ある程度自分が持ち込みたいものを持ち込める枠もあり
ます。そのようなものも含めて1つずつ組み合わせながらトー
タルでプランニングしていくことが重要だと思っています。

司会：
寺田様はいかがでしょうか。

寺田様：
特に宇宙飛行士に対する食の役割としては栄養が一番だと思
いますが、やはり一緒に食べるときのコミュニケーションツー
ルとしても非常に重要であると思います。また味の面では、宇
宙に滞在したときに地上と同じ味覚なのかどうかという懸念が
あります。例えば飛行機の機内食ではおそらく少し味を濃くし
ていますから、宇宙でも似たことが必要かもしれません。

また盛付けも重要です。宇宙で地上と同じように盛付けができ
るか、逆に宇宙ならではの盛り付けができないかを考えるのも
面白いでしょう。
現在の宇宙食だと長期間保存できないといけないので、生鮮
食品があまり食べられません。先ほど生鮮食品をボーナス食と
して持っていけるという話はありましたが、長期的滞在している
間にずっと食べられるわけではなく、好きなものを好きなだけ
食べることはできないのが現状です。また、衛生面を考えた場
合には保存方法を考えないといけないですし、今は調理された
ものを食べていますが、人によっては調理をするモチベーショ
ンが高い方もいらっしゃると思うので、今後宇宙に行く人が増
えたときに調理はできるのか、キッチンをどうするのかも考えな
ければなりません。調理の際には食中毒を防ぐことも必要とな
ります。

フェーズ3
トピック1「将来の宇宙利用や技術、知識の地球還元について」 
司会：
いずれ宇宙で暮らせるようになったとき、宇宙で使える技術や
溜まった知見を地球に還元することについて考えていきます。
菊池様はいかがお考えでしょうか。

菊池様：
地球だけで課題解決をしようとしても、そこに経済合理性がな
ければビジネスになりません。
そこで地球上だけでさまざまな課題解決を試みるのではなく、
宇宙というより制約が多く高い目標を立て、宇宙用として使っ
てきたものを地球側に還元していくことにはいろいろな可能性
があります。過去の食の例で言うと、アポロ計画の際の徹底的
な食品衛生管理基準は今では地球で一般的に使われています。
地球だけだと「ベター」なものを宇宙という中で「マスト」に
して、商品化していくというのが一つの手だと思います。
逆に宇宙開発側の視点から言いますと、宇宙のための開発は
お金も時間もかかり、宇宙の顧客だけをターゲットにするとビ
ジネスになりづらいので、作られたものが地球上側の顧客にも
サービスとして提供していけるようにつくることが大事です。宇
宙で使えるものが地球のどういうところで役立っていくかを考え
ていく意味でも重要な視点だと思います。

司会：
寺田様はいかがでしょうか。
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一般人が入り始めた当初では考えられなかったあらゆる問題が
起こります。例えば今、エベレストの頂上では長蛇の列ができ、
ゴミ問題も起きています。
これまでは制約やリスクがあり、1歩間違えれば人命を落とす
かもしれないという中で守られてきたものについて、今後は1
個 1個の規律が必要になってきます。宇宙法に関する整備は
徐々に進んできてはいますが、まだまだ人が暮らすことに関す
る法律は決まっていない部分が多いです。
本当に多くの人が宇宙で暮らす時代では我々の周りに起こりう
ることは全て起こると考えておかなければいけないですし、そう
いう問題にならないように早くから手を打つために、国際的に
協調してやっていくことが非常に重要かと思います。また、国
内だけでなく、それぞれの集落や行政ごとに考えないといけな
い部分もあると思います。この辺りは宇宙だから特別というわ
けではないです。

司会：
澤田様はどうお考えでしょうか。

澤田様：
やはり設備の老朽化が起きてくると思います。今は ISSに訓練
を受けたプロの飛行士が少数いる状況なので、何か起きたとき
の対処法がしっかりとわかっています。一方今後は長期滞在が
増えていき、また多くの旅行者が宇宙に行くようになったとき
に機械の整備が必要となる場合があるかもしれないですから、
滞在している人が整備できるように、設備不良が起きたときの
訓練を用意する必要が出てくるかと思っています。

司会：
お二人の話を伺って、人が増えて管理しきれなくなることで起
こる問題が多いと感じました。これを踏まえて、寺田様はいか
がでしょうか。

寺田様：
どういった人が増えていくかは非常に問題になってくると思いま
す。職業でミッションをこなす人であれば管理できますが、家
族が暮らすために行く場合は生殖の問題が出てくると思います。
夫婦で宇宙に行かれて、そこで子供を産むことに関する研究は
実はまだほとんどなく、どういうことが起こるかはまだわからな
い状況です。そのような中で女性の産む権利を認めるかどうか
という宇宙倫理的な問題を議論する必要があると思います。
加えて人が宇宙で亡くなったときの話もあり、宗教的にもいろ
いろなバックグラウンドの方がいらっしゃいますので、亡くなっ
た方の弔い方にも違いが生じるでしょう。また子供をもし産ん

最後に
司会：
最後に登壇者の皆さまからそれぞれ参加者に向けて、一言い
ただきたいと思います。

菊池様：
QOLというテーマは、今までの宇宙開発の中では研究開発の
大きなテーマになることがあまりありませんでした。やはりいろ
んな人が宇宙に行く時代でこそ重要な課題となるテーマですか
ら、人が宇宙で暮らしていくときに起こりうる暮らしの課題を
生活においてもっとやるべき部分を引き続き一緒に考えていく
メンバーがいてほしいと思います。10年後や20年後には今
日の企画で行った話が実際に起こっている時代が来ますし、若
い方々はそのような時代に主役になっていると思いますので、
ぜひ皆さんそれぞれの立場から考えていってほしいです。

澤田様：
今後QOLの向上も含めて、また宇宙ビジネスというところを
含めて、大きく発展させていきたいと思っているところです。い
ずれ宇宙は宇宙飛行士が特別に行ける場所から少しお金を払
えば誰でも行ける場所になっていくと思います。そのような場
でまたお会いできたらと思います。

寺田様：
話をする中で宇宙に関して少しネガティブなことを言いました
が、私自身、有人宇宙ミッションはとても大事だと思っています。
やはり宇宙という言葉は非常に皆さんの興味をそそるので、人
に興味を持ってもらうという意味で非常にありがたい言葉です。
宇宙開発はさまざまな分野が協力していかないといけないの
で、宇宙医学も医療従事者だけではなくさまざまな方に、また
宇宙を目指したい方だけでもなく宇宙を使って地上に還元して
いきたい方にもぜひ学んでいただきたいですので、宇宙をキー
ワードにしていろんなことに興味を持っていただければ嬉しく思
います。

だときに、宇宙で学校教育や職業選択について地球と同じよう
に多くの選択肢が用意できるかも問題です。最初は生活の選
択権が地上よりも非常に制限されていく環境になっていくので
はないかと思います。また、宇宙で生まれた方は地上に戻って
こられるのかなど多くのことが今はわかっていないので、いずれ
宇宙で生活基盤を築けば問題が多く発生するでしょう。そのよ
うな問題が発生したときに、その都度解決をしていかないとい
けないと思います。

司会：
特に旅行であれば宇宙の制約の多さを楽しみに行く人もいると
思いますが、もっと生活に密着したところになるといろいろな
問題が起こるということですね。

質疑応答
質問者 1：
火星やもっと遠い星で暮らす上で時刻を計るときに、どの国の
時刻に合わせるのか、宇宙で使う共通する標準時をどこまで規
定するべきかが気になりました。

菊池様：
民間宇宙ステーションは当面は地上からの支援が必要であるこ
とを考慮すると、ある程度統一的な時間でやっていくと思いま
すし、月に関しても24時間周期では同じなので地球の時間と
そろえると思います。
ただ火星になってくるとむしろ地球からのサポートが大変であ
り、現地にいる人が自律的に生活をしていくのが大前提となる
ため、現地で暮らす人を優先に考えていくことになると思いま
す。

寺田様：
地球と通信するのであれば、ある程度共通した標準時間が必
要だと思いますが、1年の長さは天体によって変わると思いま
すので、いくつかの時間を使い分けないといけないと思います。

質問者 2：
QOLの向上っていうところでたくさんの課題を考えていると、
どうしても宇宙空間に行きたくなくなってくるところもあると思
います。宇宙に行くメリットが何か、行ってみたら何をしたいか
をお聞きしたいです。

寺田様：
私は宇宙に行きたくないです。私が無重力体験をしたときは確

かに面白かったですが、その場でずっと生活するのはまだ危険
だと感じました。また宇宙に行っても今はあまり楽しめるもの
がない状況なので、高いお金を払ってまで行きたいとは個人的
には思っていません。

澤田様：
私も概ね同じ意見ですが、行くメリットとしては宇宙開発の一
端を担い、貢献するという部分も大きいのではないかと思いま
す。私たちも「きぼう」の運用に携わっているときはそのよう
な気持ちがあります。やはり今は宇宙は特別なものだからこそ
行ってみたいという部分もあると思いますし、そこが特別でな
くなってきたときにどういう風に宇宙旅行者を楽しませるかは
課題かもしれないですね。

菊池様：
自分自身は誰かと一緒に宇宙を楽しみに行きたいと思っていま
す。ただ、宇宙に行きたい人の中には宇宙に行くことに理由な
どなく、そこに行くことで自分たちの活動を広げていくという部
分に興味がある方もいるでしょう。ごく一部の人がそういった
意思を持ってやって来た結果、今となっては宇宙をビジネスに
するためにさまざまな人をターゲットにする必要性を考える段
階に入っています。そういった価値付けや意義付けについては、
民間のビジネスが始まることでバリエーションが出てくるでしょ
う。これから新しいプレイヤーが入ってくることで、ようやく時
代のパイオニアが宇宙に行ける時代が来ると思います。
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飯塚 はるな 様

衛星 (XRISM) や小型月着陸実証機 (SLIM) の Xアカウント
のフォロワー数で、数千名レベルです。一番多い宇宙航空研
究開発機構 (JAXA) 本体であっても数十万クラス。それに対
して、米航空宇宙局 (NASA) のアカウントのフォロワー数は２
桁も違います。やはり日本の宇宙開発と他国の、特にアメリカ
の宇宙開発の認知度を比べると、全く勝負にならないと思いま
す。

塩沢様：
宇宙開発に関する記事の分量は年々急増しています。ただ認
識としては、まだまだ宇宙開発のビジネス領域としての認知は
やはり低いです。まずは知ってもらわないと興味・関心やアク
ションには繋がりませんが、ただ広く知ってもらえば宇宙ビジ
ネスが広がるというわけではありません。まず認知してもらった
上で、キーパーソンとなるような経営者や投資家に「宇宙ビジ
ネスは儲かる」ということを理解してもらい、当事者意識を持っ
てもらうことで、新規参入を増やしていくことが必要だと思いま
す。

宇宙開発事業の広報・周知活動の目的・メリット
司会：
つづいて、そもそもJAXAや宇宙開発企業にとって、広報・
周知活動で事業の認知度を広げることの目的や、どんなメリッ
トがあるのかについてお話しいただきたいと思います。
まずは、戸梶様のMMXの広報でのご経験から、JAXAのプ
ロジェクト広報をする際には、どのようなモチベーションや目的
意識を持って行っていらっしゃるかをお伺いしたく存じますが、
いかがでしょうか。

戸梶様：
まず、JAXAの広報は3段構えの体制になっています。一番
目にいるのが「本社広報」と言われているものです。基本的に
はここが外部とのインターフェースになるところで、講演や取材
の依頼を受けたり、情報の統制、苦情対応などを行います。
二番目が「部門広報」と言われているものです。ここは本社広
報より少し細分化され、プロジェクトをいくつかまとめて広報を
行っています。MMXの場合は、国際宇宙探査センターが部
門広報となっていて、SLIMやMMXなどのプロジェクトをいく
つか管轄しています。そして、次に部門広報があり、一番プロ
ジェクトに近く、プロジェクトの情報を出すのが「プロジェクト
広報」という役割で、私がやっていたのはMMXのプロジェク
ト広報になります。
私がプロジェクト広報でどのような目的意識、モチベーション
を持って活動していたかについてですが、MMXのような

【経歴】
2012年、上智大学理工学部卒業。在籍中は脳における神経細胞移動の研究に従事。
同年リクルートに入社し、営業として顧客の採用戦略立案や採用伴走を行う。2016年
に東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会へ出向し、組織開発やボランティ
ア企画全般に携わる。リクルート帰任後は政策渉外として関係省庁とのコミュニケーショ
ンを担当。

塩沢 泰弘 様

戸梶 歩 様

【経歴】
2003年日本経済新聞社入社後旧広告局3部配属、2006年から名古屋支社広告部、
2010年東京本社広告局にて自動車担当、素材機械エネルギー担当を経て、2021年メ
ディアビジネス広告コミュニケーションユニットプロデュース部に異動し、現在では
スポーツサービス・流通系業界を担当して、NIKKEI 宇宙プロジェクトに関わる。

【経歴】
東京大学大学院及びスタンフォード大学大学院卒業後、日米の航空宇宙関連会社や
JAXAのMMXプロジェクトに従事。その後、AT Forefront 株式会社を設立し、宇宙
開発に関するコンサルや啓蒙活動を展開。4機の人工衛星開発に参加。一方で、20年
主夫として家事や3人の息子の育児を担当。子供の不登校を通して様々な経験を積む。
趣味はクラシックバレエと妻と年 2回発表会に参加する社交ダンス。

はじめに
司会：
今回のパネルディスカッションのテーマは、宇宙開発事業の広
報・周知活動になります。広報という分野は、事業領域でも
学問領域でもなく、定量的な判断が難しいものですが、広報・
周知活動のご経験のある異なる立場のパネリストの皆さまと
ディスカッションを行うことで、参加された皆さまに、広報の課
題や今後取るべき方策について考えるきっかけになればと思
い、本企画を行うこととなりました。本企画の流れは、まず宇
宙開発事業の認知度の現状について、次に宇宙開発事業の広
報・周知活動を行うメリット・目的意識について、最後に事業
の広報周知活動における課題と今後取るべき方策について議
論いたします。

宇宙開発事業の認知度の現状
司会：
まず初めに、宇宙開発事業の認知度について、パネリストの皆
さまはどのような認識をお持ちでしょうか。

戸梶様：
基本的に日本の宇宙開発の認知度は全然足りてないなという
のが火星衛星探査計画 (MMX)のプロジェクト広報をやってい
たときの印象です。
例えば、私の家族にMMXを知っているか聞いても、 知らない
んです。ispaceの月面着陸についても、聞いたことはあるけれ
どわからないという返答が返ってくることが多いです。ずっと宇
宙開発に従事している人の家族であってもそんな感じなんです。
おそらく一般の家庭よりも宇宙のことについて話す機会はかな
り多いはずなのにもかかわらず、その家族であっても知られて
ないというのが私の正直な感覚です。
例えばX(旧 twitter) のフォロワー数を見ると、X線分光撮像

Space BD株式会社 事業ユニット長 広報・採用

日本経済新聞社 メディアビジネス広告 コミュニケーションユニット
プロデュース部 第 6グループ次長
NIKKEI 宇宙プロジェクトリーダー

AT Forefront株式会社 代表取締役社長
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Panel 
Discussion 2
“宇宙開発事業”を
身近な存在にするために
講師情報 企画責任者｜ 東 亮太

【コンテンツ概要】

【対談内容】

宇宙開発が世界的な盛り上がりを見せている今日、我が国で
も今後宇宙開発事業を加速させていくには、もっと多くの業界
を、さらにはもっと多くの人を巻き込んでいくことが必要不可
欠です。そのための手段として動画配信などSNSの活用や、
リリースイベント、メディアへの露出などといった、広報・周知
活動を充実させていくべきだと考えられます。

本企画では、宇宙開発事業における広報の重要性や課題、今
後取るべき方策について登壇者の皆さまに議論していただきま
した。



また、そういった状態で回さざるを得ない中、私の経歴としても、
広報専門家でずっと広報のキャリアを歩んできたわけではなく
て、たまたま役者や文化人をやっていたことがあったので、広
報にアサインされました。なので、広報活動とは何か、広報の
方法論にはどのようなものがあるのかなどは全く知らない状態
で始めました。しかし、JAXAには広報担当者が受けるトレー
ニングなどの制度はありません。そのため、広報担当者の持っ
ている素質ややる気に依存してしまっています。このようなとこ
ろからも、継続性を持った広報活動が長期的な視野でできる
状況にはなかったというのが、大きな問題点だと認識していま
した。

方策の検討①：有名人の起用
司会：
ありがとうございます。JAXAの広報には、雇用や資金、仕組
みなどに課題があることがわかったのではないでしょうか。
それでは、このようなボトルネックを解決できるかというと、仕
組みなどを変えるのは難しいところもあると思います。しかし、
そのような状況の中でもできる方策はないのか、今後取るべき
対策について少し議論を進めていきたいと思います。
宇宙開発事業を多くの人の目に届けるには、宇宙事業者だけ
で広報活動を行っていくのでは不十分なのではないでしょうか。
そこで、この後の議論では、「拡散力のある他者と連携するこ
と」が一つの有効な手段なのではないかという仮説のもと、こ
の他者との連携の二つの例として、「有名人やインフルエンサ
ーの起用」と「メディアとの連携」について考えていきたいと
思います。
まずは一つ目の「有名人やインフルエンサーの起用」について
議論したいと思います。まず、飯塚様に広報・周知に成功した
事例がございましたら、ご紹介いただきたく存じます。また、
有名人やインフルエンサーを起用するという方策は、自社の事
業を周知するための、一つのモデルケースになりえるかという
ことについても、ご意見をうかがいたく存じます。

飯塚様：
あくまで広報活動の目的は、先ほど申し上げた事業につなげる
ということと捉えています。なので、今回お話しするのは一つの
事例として見ていただきたいと思いますが、私たちが行ってい
るスペースデリバリープロジェクトという事業にて、グローバル
ボイズグループのJO1に、アンバサダーとして記者会見に宇宙
服を着て出ていただいたのですが、 彼らを起用したことで、彼
らのファンの方々に宇宙にかなり興味をもっていただき、SNS
などでプロジェクトを拡散していただけたということがありまし
た。

JAXAのプロジェクトは、かかる費用がすべて税金で賄われて
おり、一般の国民の皆さんが全て株主のようなものです。その
ため、企業で言うところの株主である国民の皆さまに、プロジェ
クトの意義、価値、進行状況を伝え、頑張ってやっていますの
で応援してくださいという、サポーティブな世論を形成すること
が非常に大事だと考え、広報活動を行っておりました。
それに加えて、まだ税金を払っていない子どもたちや学生の皆
さまへの宇宙教育という目的もありました。将来は、その方た
ちが税金を納めてくれるわけなので、JAXA宇宙教育センター
と協力をしながら、 広報活動の一環として、将来の株主である
子どもたちへの教育、啓蒙は重要視していました。

司会：
つづきまして飯塚様、宇宙ベンチャー企業が自社の事業を周
知することの目的、メリットについてはどのようにお考えでしょ
うか。

飯塚様：
私が考える宇宙ベンチャーとしての広報の目的は、大きく二つ
あります。
一つ目は、自社の事業の拡大につなげるということです。元々
私たちの会社は、日本は素晴らしい宇宙技術を持っているのに
もかかわらず、それをビジネスにできている人が少ないという
状況を変えようという背景があり、立ち上がった会社になりま
す。 なので、私たちは他業界のさまざまな方と一緒に、宇宙を
使ったビジネス創出を日々模索しています。宇宙を使って何か
したいというお客様に、いかに宇宙を使うことの楽しさ、ワク
ワクだけでなく、宇宙はビジネスにつながるんだということをど
うやって周知できるかっていうのは、重要な鍵だと思います。
二つ目の目的としては、人材獲得という面で、会社の信頼性を
いかに高められるかっていうところを広報活動の目的にしてい
ます。ベンチャー企業に勤めていて感じるのは、やはり社名が
世の中になかなか認知されきれていないということです。
コーポレートブランディングとして社長など社内の「人」に焦
点を当てた広報を行い、例えば今後、宇宙に興味がある学生
さんや転職活動をしている方々に対して、「Space BDは信頼
できそうな企業だし、面白そうなことをやってそう」と思っても
らえれば、それが人材の獲得につながります。
宇宙開発に関わっている人は頭が良い人しかいないというイ
メージは今も根強くあります。人に焦点を当てた広報を行うこ
とで、実際はそうではなく、泥臭いことを真面目にやる人の集
まりだということも伝えていきたいです。 

 

戸梶様：
JO1さんって、別に宇宙に興味があった方々ではないけれども、
コラボが決まってから宇宙のことをいろいろ学んでくれたという
ようなこともありましたか。

飯塚様：
どちらかというと彼らの元々の方針が、宇宙をコンセプトにして
いるらしく、ライブとかもすごく宇宙っぽいんです。それがコラ
ボレーションのきっかけでした。

司会：
ありがとうございます。ちょうど戸梶様に議論に参加いただき
ましたので、戸梶様にもお話を伺いたく存じますが、影響力の
ある他者を巻き込んだ広報を行うことの是非や、懸念点につき
まして、戸梶様はいかがお考えでしょうか。

戸梶様：
ウェブサイトやSNSといったオウンドメディアでの広報活動だ
けでは、基本的に既に興味をもっている人しかアクセスしよう
としないので、やはりリーチできる範囲には限界があります。
そのため、アウトリーチするためには、影響力のある方や組織
を協力者として味方につけるというのは、MMXのプロジェクト
広報をやっていても、非常に重要なことなのではないかと考え
ていました。しかし、誰でも、どんな組織でもいいというわけ
ではないとも思います。最低限宇宙開発に対して興味があって、
応援してくれている人でないと逆効果になることもありえます。
有名人を起用する際は、宇宙に対して協力しようという意思が
あるか、宇宙に対して興味があるか、人を選ぶ必要はあると思
います。とはいえ、良い方向でコラボレーションができた時の
効果は、オウンドメディアでは比にならない高い効果があるの
で、相手先をきちんと選ぶなどやり方は気をつけつつですが、
インフルエンサーとか、影響力のある方と組むのは非常に大き
なメリットがあると思います。

宇宙開発事業の広報・周知活動の課題について
司会：
つづきまして、宇宙開発事業の広報・周知活動における課題
について考えていきたいと思います。戸梶様にお伺いしたいの
ですが、MMXでの広報活動のご経験からJAXAのプロジェ
クト広報にどのような課題があると感じられたでしょうか。

戸梶様：
まず、最大の課題として、 長期的な視野に立って広報活動の計
画を立てることが非常に難しいという課題があります。これは
なぜかと言うと、私も含め広報を担当している職員が、いわゆ
るプロパー職員ではなく任期付きの職員であることが多く、通
常、任期は3年で最長 5年までという契約でお仕事をします。
しかし、MMXなどJAXAのプロジェクトは長い年数がかかる
ミッションが多く、プロジェクトの準備フェーズからは10年以
上かかるので、プロジェクトの広報を最初から最後まで担当す
ることはできません。なので、私がMMXの広報活動を行って
いたときに、ミッション終了までの広報計画書を作ろうと思っ
ても、ミッション終了時には自分は任期を終えているので、ど
こまで責任を持ってできるかというのを常々疑問に思いながら、
2代目、3代目の広報担当者の首を絞めないように、できるだ
け自由度を高く作りました。このように、継続性を持った長期
的な視野に立って広報活動ができないのは非常に大きな問題
だと思います。
二つ目の課題として、広報予算が少ないことがあげられます。
これもプロジェクトによるかと思いますが、MMXの場合はも
のをつくることに対してシビアでした。特別公開などで一般来
場者に配るものもかなり制限されていて、ステッカーなど安い
ものをお土産で渡すくらいしかできなかったです。お金がない
というのはどこもそうかもしれないですが、これも課題の一つで
す。
三つ目の課題は、一つ目に少し重なるかと思いますが、やりが
い搾取という点があげられます。
MMXの広報にアサインされて「あなたの仕事は広報です。こ
の仕事をやってください。」と言われていたのは私だけでした。
当然、私１人ではいろいろなイベントを回したり、企画を考え
たりということはできないので、プロジェクトの中に協力してく
れる方が何名もいらっしゃったのですが、基本的にそのような
方たちは正式な仕事としてアサインされていないんです。ボラン
ティアで集まってくれて、いろんな作業をやってくれていました
が、そのような方たちは、広報活動でどれだけ活躍したとしても、
評価はされないわけです。それにもかかわらず、時間を作って
協力してもらっていて、本当にやりがいの搾取と言っていい状
況でした。 
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宇宙開発事業を取り上げてもらえるか、 さらには、宇宙事業の
中でも、メディア側にとって取り上げたいと思う事業の選定基
準についてもお話いただきたく存じますが、いかがでしょうか。

塩沢様：
やはり日経新聞は経済新聞なので、先進性や経済性、社会性
など、社会にどのようなインパクトがあるのかという基準で取り
上げる事業は選定しています。ただ、宇宙に関しては、それ自
体が非常に先進的なテーマであるので、他のテーマよりは注視
はしています。
また、昨年の12月に「日経 SDGsフォーラム」を開催し、
SDGs × 宇宙というようなテーマで開催しました。その際
Space BD様にプロジェクトから特別な依頼で広告費をいた
だかずにご登壇いただきまして、ベンチャー企業の社長様がど
ういう形で会社を立ち上げたかというストーリーなどをお話し
いただきました。これは日経側の戦略としては、お金をいただ
かなくても、読者にとって有益なコンテンツであるという風に判
断して、シンポジウムを開催し、大きな紙面でアウトプットをし
たというような形です。
どうすればこのような形でお金をかけず取り上げられるかにつ
いて、我 と々しては、テーマに沿って社内で議論した時に、こ
ういうテーマであれば、じゃあこういう人に話聞いてみようかと
いう風に案を出せるような、日頃から情報交換を行う関係性が
できていると、無償で取り上げる機会もつくりやすいので、や
はり日頃の関係構築は重要だと思っております。

戸梶様：
日頃の関係構築って、まずどういうところから始めればいいの
でしょうか。

塩沢様：
例えば、日経新聞では勉強会というのを定期的にやっています。 
目的としては、社内外ともに宇宙ビジネスって言うと、当事者
意識を持たない人が結構多いです。そのような人をうまく巻き
込むために、社内でも宇宙ビジネスってこれからも盛り上がる
んだということを伝えるために、さまざまな外部講師を呼んで、
勉強会をするというようなことをやっております。ぜひこのよう
な勉強会にご参加いただいて、関係構築していただければと
思っています。

司会：
ここまで、メディアとして宇宙開発事業の紙面への掲載につい
て、さらには勉強会の開催など、紙面掲載やシンポジウムの開
催等で情報を取り上げること以外の、宇宙開発事業をアウト

方策の検討②：メディアとの連携
司会：
つづきまして、メディアとの連携についての議論に移ろうと思い
ます。引き続き戸梶様にお伺いしたいのですが、メディアを活
用したことで事業の広報に成功した事例はございますでしょう
か。

戸梶様：
前提としてJAXAのプロジェクトは広報費はほとんどないので、
お金を出してメディア露出することは基本的にはないです。なの
で、広告としてではなく、 記事掲載や番組出演という形でメディ
アに露出する機会は喉から手が出るほどほしいものでした。し
かしこれはオウンドメディアでなく取り上げていただく相手がい
る話なので、自分たちが望むからといって必ず得られるもので
はないです。なので、どうすればメディアの方に取り上げてもら
えるんだろうというのは常に考え続けていました。MMXのプ
ロジェクト広報をやっているときに「はやぶさ2」の広報を見
ていて、あれはメディアとの関係構築が非常に上手くいったパ
ターンなのではないかなと思っていました。頻繁に記者説明会
を開いて、記者の方々が知りたいであろう情報をタイムリーに
提供していました。これを見て、これを見習うべきだと思いま
した。しかし、「はやぶさ2」はすでに実機ができており、ミッ
ションもかなり進んでいて日本でも盛り上がっている状況でし
た。それに対してMMXは、まだそのとき実機もできていない
状況だったんです。そのフェーズで、どうやってメディアの関心
を引きつければいいのか。プロジェクトの中の人をフォーカス
した広報活動はやるようにはしていましたが、インタビューす
るにしてもプロジェクトメンバーも忙しくてあまり時間が取れな
いという、そんな状況でどうやってメディアの皆さんに興味を
もっていただいて、番組や記事に取り上げてもらえるかは、難
しいなと思いながら活動していました。

司会：
メディアの活用についてはモチベーションはあるものの、やはり
難しさもあるかと思います。
つづいて塩沢様にお話を伺いたく存じますが、日本経済新聞様
はNIKKEI 宇宙プロジェクトを行っており、メディアとして宇宙
開発事業の認知度向上に積極的に取り組まれていると思いま
す。具体的な周知方法としては、やはり宇宙開発事業の紙面
への掲載を行っていらっしゃるかと思いますが、先ほど戸梶様
からもお話しいただいた通り、JAXAのプロジェクトや宇宙ベ
ンチャー企業としてはやはり資金不足の現状があり、広告掲載
費を払って取り上げてもらうという方法はどうしても難しいとい
う声が多いと思います。ここでお伺いしたいのは、どうすれば

さい村なので、みんなで少しずつ盛り上げていくことが、とて
も地道ですが重要だなと思っていて、爆発的に何かが起こるみ
たいなことはそうそうない中で、今回議論したような地道な取
り組みが非常に大事なのだと改めて思いました。今日はありが
とうございました。

塩沢様：
今日はありがとうございました。宇宙業界は、よく「宇宙村」
と言われるように、まだまだ顔見知りばかりで閉じこもっている
印象です。 我々日経としては、宇宙村を市であり国であり、リ
アルな宇宙のように、もっともっと広げていきたいと考えていま
す。おそらくここにいる皆さまが、未来の日本の宇宙産業を背
負っていかれる方々だと思うので、もし日経新聞が取材に行っ
たときや企画をするときには断らないでください (笑 )。ぜひ、
取材を受けていただいたり、企画に出ていただけたらなと思い
ます。本日はありがとうございました。

戸梶様：
今日はこのようなパネルディスカッションに呼んでいただいて本
当に嬉しかったのですが、JAXA在籍中に出たかったというの
が正直なところです。そして、今日ここに見に来てくださってい
る皆さんは、多分、宇宙開発に興味のある方だと思います。
私たちもいろいろな広報活動をやっていくので、皆さんがファン
として、 皆さまがリーチできる範囲で、ご協力もいただけると嬉
しいなと思います。

司会：
今回のパネルディスカッションでは、宇宙開発事業における広
報の重要性や課題、今後取るべき方策について議論してまいり
ました。 本企画が皆さまにとって、宇宙開発事業の広報・周知
活動に少しでも興味をもつきっかけになりましたら幸いです。 

リーチしていくために取り組まれていることについてお話しいた
だきました。
引き続き塩沢様にお伺いしたいのですが、宇宙開発事業の認
知度を高めるために、メディアとJAXAや宇宙企業が連携して
いく上で、今後どのように付き合っていくべきだとお考えでしょ
うか。

塩沢様：
宇宙ベンチャー企業でもまだ広報に力を入れていない企業もあ
りますが、広報活動は片手間でやるのではなく、しっかりと広
報担当を置き、メディアとも定期的な情報交換を密にしていた
だくと良いと思います。記者も人間なので、日頃からたくさん
情報のやり取りをしている企業には、相談にも乗りやすいです。
広報をなさる方は真面目な方が多いので、リリースを出し、記
者は何人でどれぐらいの記事で翌日取り上げられましたという
ようなベーシックな形になることが多いかもしれませんが、アイ
デアベースでもいいので、早期にご相談いただき、人対人の顔
の見える関係性を作っていくことが非常に重要だと思います。

司会：
ありがとうございます。飯塚様にもお話をいただきたいのです
が、宇宙ベンチャー企業として、メディアとの連携の重要性に
ついていかがお考えでしょうか。

飯塚様：
やはり宇宙ベンチャー企業にとっては、メディアの力は本当に
借りたいところです。そういった中で、日経様とのプロジェクト
もそうですし、いろいろなメディアに出させていただく機会は、
我々にとっても重宝しています。やはり我々が自分で発信すると
なると影響力は小さくなってしまうので、メディアを介して発信
していただくというのは、とても重要なことだと思います。その
ためには、塩沢さんもおっしゃった通り、泥臭い仕事ではあり
ますが、記者の方とカジュアルな場で情報交換したりといった
密なコミュニケーションをとることが非常に重要だと思います。

おわりに
司会：
それでは最後に、パネリストの皆さまからメッセージや本日の
ご感想などございましたらお伺いしたく存じます。

飯塚様：
今日はありがとうございました。宇宙開発の広報にはまだまだ
たくさん課題がある一方で、私たちが一事業者として取り組め
ることもとてもたくさんあると思っています。宇宙はまだまだ小
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合わせて、新たな産業・市場の創出を支援することを目的とし
ています。
投資のプロセスは、まず投資先になりうる企業の調査・ヒアリ
ングを行います。次に投資が決定した場合、会社に取締役を
派遣、あるいは取締役会のオブザーバーをさせていただき、営
業支援や経営支援を行います。宇宙ビジネスを今後進める上
で、利益が出るようなビジネスモデルの支援や、会社として続
いていけるようサポートしております。個人では、学生時代に「宇
宙建築サークル (TNL) 」に参加し、宇宙建築の周知活動と宇
宙建築の設計の2つの柱で活動していました。周知活動では、
中高生向けのワークショップの実施や、宇宙建築賞の運営を
行っていました。設計では実際に設計を行い、国内外で多くの
賞を受賞しました。

宮下様：
日揮ホールディングスは1928年創業の会社で、総合エンジ
ニアリング事業と機能材製造事業の２つのセグメントに取り組
んでいます。日揮グループは “Enhancing planetary 
health” をパーパスとしており、これまでにプラントの建設や、
インフラ整備、資源の循環、製造コンサルティングを行ってき
ました。
月面開発においてもパーパスに基づき “Vision 2040” を策定
しており、事業領域拡大の一つとして月面開発に取り組んでい
ます。これまでの地上でのノウハウを活かし、エネルギーの安
定供給に取り組んでいます。“Lumarnity (Lunar Smart 
Community) ” という構想を発表しており、月面でのエネル
ギー安定供給のため、月の水を電気分解して水素をつくり、月
面産業を支えることを目的としています。

月面建築の課題について
月面開発にはさまざまな課題が存在します。今回は建築やイン
フラといった基盤産業の視点から議論を行いました。清水建設
の鵜山様より課題をあげていただき、これについてご議論いた
だきました。

司会： 
月建築を実現するための課題について教えてください。 

鵜山様： 
課題といっても挙げ出したらきりがなく、課題しかないような
状況ですが、ポイントを絞って一枚にまとめてきました。
ispace 様の掲げるムーンバレー構想のような月面に都市をつ
くる未来に向けて、今どういう状況かというのを共有しながら
一緒に考えていきたいと思います。写真のように先の未来の絵

【対談内容】

鵜山 尚大 様

長谷川 翔紀 様

宮下 俊一 様

【経歴】
2012年東北大学大学院工学研究科航空宇宙工学専攻で博士 ( 工学 ) を取得後、学校法
人東京理科大学理工学部電気電子情報工学科でのポストドクトラル研究員を経て、2014
年清水建設株式会社へ入社し技術研究所へ配属。2018年より現部署所属。将来の月面
建設に向けた居住空間構築や現地資源利用に係る研究開発に従事。専門は宇宙ロボット
の力学と制御。

【経歴】
スパークス・イノベーション・フォー・フューチャー株式会社にて、宇宙フロンティアファン
ドの組成時より投資運用に従事。国内を中心とした投資先候補のリサーチから、投資調査、
投資実行後の支援まで一貫して担当。東京工業大学 環境社会理工学院 建築学系卒。学
生時代には、宇宙建築学サークル TNLにて学生代表や、建築設計コンペの宇宙分野で国
際総合 2位、国内入賞、環境設計分野で国内優秀賞など。

【経歴】
1975年大阪府生まれ。1998年大阪大学工学部を卒業し、JGC Corporation ( 現・日
揮グローバル株式会社 )に入社。サウジアラビア・オマーン・マレーシア・ベトナム・カナ
ダなど9か国のOil & Gasプラント (16 Large & Complex Projects) のエンジニアリン
グ業務に従事。2018年よりIT Grand Plan2030 策定・推進メンバー、2020年からエ
ンジニアリングDXのプログラムリーダーを担当。エンジニアリグDXを実現した未来の姿
として、Lunar Smart Community (Lumarnity®)を提唱し、技術開発を管掌。

清水建設株式会社 フロンティア開発室 宇宙開発部

スパークス・イノベーション・フォー・フューチャー株式会社

日揮グローバル株式会社
Digital Project Delivery部
Digital Transformation Manager

昨今の宇宙開発は官民ともに大きく加速しており、その中でも
有人での月面開発を目指したプロジェクトは、以前のアポロ計
画とは一線を画す新たな取り組みとなっています。月面に人が
再び降り立ち、居住するためのプロジェクトが進行する中、月
面での建物の建築は、安全な居住空間の整備であり、このプ
ロジェクトを支える重要な “基盤産業” であるといえます。 

そこで、本企画では、日本の宇宙建築計画と題し、今後の月
面開発を支える基盤産業の現状と課題についてあげていただ
き、この課題の解決策についてパネリストの方々に議論してい
ただきました。 

月面社会をつくるための各企業の取組みについて
まずはじめに、ご登壇された講師の方々に月面社会を実現する
ための企業・個人の取組みについてご講演いただきました。

鵜山様：
清水建設は1804年創業でいわゆるスーパーゼネコンの１つ
です。建設亊業のみならず非建設亊業にも取り組んでおり、非
建設業では、不動産開発事業やエンジニアリング事業、LCV
事業、フロンティア事業に取り組んでいます。このフロンティア
事業の中に宇宙が含まれており、宇宙以外にも海洋や農業に
も取り組んでいます。
清水建設では月面建築の構想があり、1987年から宇宙開発
に取り組んでいます。清水建設の宇宙開発は地上分野、衛星
データ分野、月面開発分野の3本の柱があり、それぞれ事業
化への取り組みや研究開発を行っています。月面開発に絞ると、
コンクリート製月面基地やルナリングといった大きな構想を発
表しています。これらの構造物は清水建設が自ら建設して利用
するわけではなく、今後建設業として、宇宙開発にどのように
貢献できるか、今何をすべきか、といった観点を重視し、現在
研究開発を行っています。
これまで行ってきた研究開発は、レゴリスシミュラント開発、
建材製造研究、無人建設ロボット研究、インフレータブル居
住モジュール研究などです。最近では国土交通省プロジェクト
やJAXA、大学などと協力しながら研究開発を行ってきた実績
があり、今後さらに新たな研究開発が計画されています。

長谷川様：
SIFは宇宙フロンティアファンドという、宇宙専門のベンチャー
キャピタル (VC) であり、これまでに複数のスタートアップ企業
に投資を行ってきました。宇宙産業を他の既存産業と掛け
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のかがわからず、全く設計ができません。現状、月のデータは
一定程度あるのですが、やはりわからないことが多いので、現
状設計をするのは非常に難しいです。 

宮下様： 
具体的に現実性を持って取り組む上で月面のアーキテクチャー
を考えていかないといけないと思います。どのような構成で、
何を目的にしており、どのようなシステムが必要なのかを考えて
いかなければいけません。また、建物をどこに建てるのか、ど
んな建物を建てるのかといったことなど解像度を上げていくこと
が必要です。それがまったく今できてないというところが現実
だと思います。 

ビジネス課題について
鵜山様： 
皆さんに質問なのですが、今、月面上でビジネスをしている企
業があるか知っている方はいますか？ご存じのようにまだ民間
企業で、月面上でビジネスをしているところはありません。今
後は各国の宇宙機関が探査機を飛ばして、探査を進めるよう
な時代に変化していきますが、そのときに月でビジネスをする
人がすぐに出てくるかというと難しいのが現状だと思っていま
す。しかし、将来的には、月面だけでなく火星もだと思いますが、
人が暮らしてそこで生活を営み、仕事をし、ビジネスをすると
いうような時代が来ると思います。とはいえ、依然としてそこに
は大きなギャップが存在しているといえます。
現状ですと、月建築にお金を払ってでも施設を建てたい、運用
したいと考えている人は、政府宇宙機関以外に存在していませ
ん。この状況をどう打破していくかを考えたいと思います。特
に月へ行きたい人はたくさんいると思いますが、月で働きたい
人、月でビジネスをしたい人がどのくらいいるのかがまずは重
要な点です。また一回行ったきりで終わってしまい、二度と月
に行かなくてもいいとなってしまうと、ビジネスとして継続して
いきません。何度も月に行きたくなる仕掛けや、月に行かない
とできないビジネスは何なのかを考えなくてはなりません。

司会：
顧客が政府系宇宙機関以外に存在しないことはインフラも同様
ですか。 

宮下様： 
その通りです。月面開発ほど大きなプロジェクトになると国と
の連携が必要になってくると思います。インフラが整備されるこ
とで次の産業が生まれてくると考えており、弊社も他の企業様
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は綺麗に描けるのですが、では今、どういう立ち位置かというと、
そもそも月の資源から建築資材ってどうやってつくる？といった
ところから、現在話をしているような状況です。そういった中で、
今回二つだけ課題を持ってきました。技術課題とビジネス課題
の二つです。技術的な課題としては、これまで宇宙建築と呼べ
るものは国際宇宙ステーション(ISS) 以外には存在しないとい
う点、そしてもう一つは、月面の厳しい環境に耐えるための建
築の指針が存在しないという点、要するに拠り所がないという
ところが大きな課題として挙げられます。人が暮らす環境はこ
ういうものですよって規定はされているけれども、どの程度まで
つくれば充分なのか、どういう基準を満たせば良いと判断でき
るのかというような指針が現状ないということが挙げられます。
こういった点で技術的にまだまだこれから考えていかなければ
ならないことがたくさんあるという状況です。

技術課題について
司会： 
建築をする上で拠り所を決定するデータは非常に重要ですが、
ISSで得られた知見は月建築に利用することができるのでしょ
うか。特に無重力空間と月面空間の違いについてどのように考
えますか。

鵜山様： 
当然、ISSで得た知見というのをベースに月の建築を考えてい
く必要があると考えています。人が暮らす環境に関するデータ
はこれまでたくさん取られていますので、そういったデータをう
まく活用していきます。 
やはり環境の違いをどうやって克服していくかが非常に重要な
ポイントになると思っています。ISSの軌道上だと、まさにほ
ぼ0Gという微小重力環境ですが、そこで行われるロボットアー
ムによるドッキングと同様に、1/6Gの重力がある月面で同じ
ことできるかというと、それは難しいと思います。普段の生活
で目にする建築工事のように、何かしらの重機を使って重力を
キャンセルしながら作業するのが今後必要になると考えていま
す。

司会： 
データがないことによる設計への影響はどうでしょうか。 

長谷川様： 
データがないのは致命的です。地球上で考えても同じ話で、そ
の土地の気温・湿度・降水量といった情報がないと、壁の厚
さをいくつにすればいいのか、どれくらい断熱材を挟めばいい

いいかを真剣に考えていくことが重要だと考えています。 

宮下様： 
コミュニティの例を挙げると、我々はSPACE FOODSPHERE
様と協力して取り組みを行っています。農水省のスターダスト
プログラムで、宇宙農業と循環系についての研究をしており、
その実現のための建物の設計を行っています。その中で、この
宇宙のための研究が地上に還元できるものと考えています。地
上だけでなく宇宙を含めた循環系をつくることで新たなイノ
ベーションが生まれると考えており、同時に新たなコミュニティ
が生まれるとも考えています。 

長谷川： 
今、お客さんがいないというのはシンプルな話で、お客さんが
いないのは単純にニーズがないという話です。世界的に見ると
月より、地球温暖化や持続可能社会の方が取り沙汰されてお
り、そちらの方がニーズはあります。 
一方そういった中で、月を使ったビジネスや、地上に技術を持っ
ていく、あるいは月を使った経済圏によって、地球の課題を解
決することが技術的にできるようになると、ニーズは増えていく
と思います。そういった話をしていく際に、月面産業ビジョンや
フロンティアビジネス研究会など、他業界や違う視点、学生な
どからの意見が重要になると考えます。「意外に月にニーズが
ある、お客さんがいらっしゃる」というところが見えてくると私
は思っています。コミュニティにおいて月の技術やニーズを整理
しつつ、議論をしていくのが重要だと感じています。

鵜山様： 
今は、主に月の水資源をどうビジネスに組み込むかをメインで
議論しています。一方で、シングルラインのバリューチェーンで
なく、その周りに付随した価値や仕事について、どう広げてい
くかもよく議論しています。 
水資源というと、水をつくるプラントが必要で、プラント屋さん
が頑張ればいいという議論だけで終わってしまいがちです。し
かし、プラントもメンテナンスが当然必要で、メンテナンスには
部品も必要、メンテナンスする作業者や、プラントにエネルギー
供給をする人が必要という形で、非常に多岐にわたるバリュー
チェーンがそこに形成されているはずです。 
なので、そういったプレイヤーがどうすればコミュニティに入っ
てくるか、まだ気づいてない人たちにどうリーチしていくかが課
題だと感じています。

長谷川様： 
今、重要な単語が出て、「価値」なのですが。どういうことか 

と議論をしています。やはりファーストステップには政府系が絡
んでくると考えております。 

長谷川様： 
民間が顧客になるかどうかは、開発のどの時間軸でというのは
ありますが、私は期待しています。社内でも月への投資可能性
をずっと議論しています。先般上場された ispace 様は、ビジ
ネスの継続性という観点において投資家の皆さまからご評価を
いただいています。ミッションを並行して進めることでお客さん
が常にいる状況をつくっており、一定の資金が入り続けるよう
にしています。従来の宇宙開発のような、一つミッションが終
わらないと次の受注がない状態ではないため、ビジネスとして
回り始めるのではと投資家の皆さまから期待されています。 
特に、政府系に限らず、民間のお客さんが付いてくると、一気
にビジネスが回り始めると思っています。先ほどの議論に立ち
戻るのですが、政府のお客さんしか目の前にいない中で、民間
のお客さんを発掘していくことが必要だと感じています。

顧客がいないことへの解決策について
司会：
「コミュニティづくり」ということが顧客がいないという問題の
解決策として有用であると考えますが、いかがでしょうか。 

鵜山様：
その通りです。一企業だけでなく、たくさんのプレイヤーが参
入しないと、ビジネスは成り立ちにくいと思います。 
現在、ispace 様・三菱総合研究所様を中心に “月面産業ビ
ジョン協議会” というものを立ち上げて、さまざまな提言を行
ったり、どうビジネスをつくり込んでいくか、といった議論をし
たりしております。その中では、“プラネット6.0” という新しい
ビジョンを掲げて、企業がリスクをとってビジネスにトライして
いくといった取り組みがなされています。また、“フロンティア
ビジネス研究会” というものがあり、民間企業がどうやって月
を含む経済圏を構築していくかという議論をしています。 
最近、さまざまなコミュニティができあがってきていますが、最
初にビジネスに乗り出すファーストペンギンが誰なのか、なか
なか最初に手をあげる人が少ない状況です。 
コミュニティには、これまで宇宙開発に携わってきた企業だけ
でなく、非宇宙の企業、いろいろな階層のいろいろな考え方の
人がたくさん入ってきて議論することが非常に重要だと考えて
います。特に、若い世代を中心に将来月でビジネスをすること
を念頭に、さまざまにディスカッションを重ね、月に行きたいだ
けではなく、月を含む経済圏でビジネスをするにはどうしたら
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 清水建設
2021　JGC CORPORATION

と申し上げますと、例えば ispace 様は月の周回軌道までラン
ダーを送っています。それにビジネス的な価値、技術的な価値
がどれほどあるかということを市場の皆さまに理解していただく
のは容易ではありません。清水建設様、JGC様が、月で建て
るための技術を開発していますが、それによりどのくらい将来
的に、会社のビジネスでお金を生むのかはまだわかっていない
と思います。 
また逆も然りで、我々が支援している会社にGITAI 様というス
タートアップがありますが、もともと地上で二足ロボットの研究
開発をしていたチームがまた再集結して、つくった会社です。
当初やりたかったのは、地上で二足歩行のロボットを作って労
働力の代替をしたいというものでした。しかし問題があり、そ
れは地上では人間の労働力があまりにも安すぎるのと、人間の
人体の性能があまりにも高いというものです。ただ、彼らは現
在宇宙を目指していて、宇宙に行くとなぜそれがビジネスにな
るかというと、地球とは違って、宇宙ではロボットは耐えられ
るけども、人は耐えられない環境が多いというのがあります。
いうなれば同じ技術であっても価値が変わるということです。 
こういったことはよくある話で、先ほどのそのような地上で開発
した技術を宇宙に持っていくというのもそうですし、宇宙で開
発した技術が地上に戻ってくるという話もそうなのですが、「価
値」というのは必ずしも一定ではなく、環境によって変化する
ものです。そういったことがもう少し明確に見えてくると、他の
業界の方々、宇宙じゃない業界の方々の中で、月で水が1g取
れるだけで価値が出ることもあると思います。「我々技術ありま
すよ。やりますよ。 」っていう会社さんが出てくると思います。 
何を申し上げたいかといいますと、そういったその価値のとこ
ろをもう少し明示的に業界としても外に出していかなければな
らないと思います。おそらく業界の外から見た人にはよくわから
ないし、「月？夢があるね」で終わってしまいますが、そこが数
字になって出てくると、「あ、それならやってみよう。 」ってい
う他業種さんがいらっしゃるのかなと思います。 

宮下様： 
我々も具体的な計画はまだ決まってないのですが、我 と々して
はフロントランナーで成功させてルールを作りたいと思っていま
す。トップランナーの、成功者の価値というのが絶対に出てく
ると思って取り組んでいます。また技術の話で、トヨタさんの月
面与圧ローバーの話をいろいろ聞いていると、地球上において
の水素社会、水素エネルギーの未来などを実現するためのトッ
プクラスの技術を持ちあわせていながら、完全に普及させるこ
とはできていませんが、場所を変えて月面で発生させることで、
それこそ価値が変わるのではないということを話しています。
ゲームチェンジャーだとかルールメイキングというのも一つの起
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爆剤になるのではと思っています。 

ルール作りについて
司会： 
先行者になることでルールメイキングを主導していくことはでき
るのでしょうか。 

長谷川様： 
自分たちが先にそこに旗を立てたから自分たちのルールが完全
に適応されるというのは難しい問題だと思います。だからこそ
コミュニティの話が重要になるのですが、この辺は IT 業界がい
い例だと思います。 
IT 業界では共同してでみんなで規格を作り、その上で競争す
るというのをよくやっています。月においても同様の動きがある
のかなと思っています。スタートアップさんが「自分はできるの
で先行きます」ということはルール上可能ではあります。しかし、
現状そうなっていないのは、一緒に進めていかないとお客さん
がついてこなかったり、物事が上手く回らなかったりするからで、
であればコミュニティみたいなところで、一緒に話し合いや検
討をしつつ、自分たちはここで勝つ、みたいなことを探しなが
ら一緒に進めていくことが肝要だと思います。 

司会： 
コミュニティの構成員についてどのように考えておられますか。 

鵜山様： 
何を訴えかけたいか、そのコミュニティで実現したい未来をき
ちんとまず描写し、そこに必要なプレイヤーをきちんと呼び込
む形になると思います。月に街をつくりたいのであれば、その
街をつくる仕事をする人たちが当然必要ですし、その街で実現
したいことがあればその分野の人たちが多く必要であったり、
さらにその周辺でビジネスをしたい人たちの集まりをつくる、と
いったことは考えられると思います。特に月面基地をつくるとい
う話でしたら、当然我々のような建設業界や、日揮様のような
プラント系の会社も必要です。それだけでなく、月に輸送する
ispace 様のような輸送パートナーや、エネルギーを分配・運
用する人や、エネルギーを供給してくれる電力会社さんなどが
集まり、ビックピクチャーを描きつつ、今何をすべきか、今後
数年間どういうビジネスプランがあって、いつ売り上げの見込
みが立つのかといような話を細かく詰めていきながら、「じゃあ
今こういう支援が欲しいです」ということで政府に提言すると
いった流れになると思います。

2023 Annual Report

宮下様： 
具体例ですと、先ほどから話に出ている “月面産業ビジョン協
議会” があり、弊社も事務局として入っています。民間企業、
大学があり、政治にも入ってもらっています。民間の声、アカ
デミアの声をまとめながら、日本の国策とマッチするような取り
組みを行っています。 

最後に
司会： 
学生へ今後期待することはありますか。 

長谷川様： 
学生さんは社会人や研究者の方から見ると、素人感があります。
他方、今のコミュニティの話もそうですが、クロスボーダー的
な役割を果たせると思っています。 
例えば月の話ですと、やはり技術を持っている宇宙系の企業さ
んが集まってきます。が、そうではなく、月というキャッチーな
キーワードや、知的好奇心から他の業界に興味ある人が見に
来て、業界同士の新たな繋がりを提案することができると思い
ます。専門性を持ってしまうと見えない部分や動きがあると考
えており期待しています。

24

鵜山様： 
私はもともと博士号を持っており、技術者なのでどうしても技
術サイドで考えてしまうのですが、月面建設について知れば知
るほど難しいと思うことが多い反面、本当はもっと簡単に考え
られるのではないのかとも思います。学生さんだから何も持っ
ていないということはなく、ちゃんと想いを持っている、知識も
ある、こういうことを実現したいというものがあるはずです。そ
れがもしかしたら月で使えるかもしれないと捉えて突き詰めてみ
るとか、いろいろな人にアイディアを披露して仲間を作ってみる
とか、ぜひ積極的に動いていただきたいと思っています。想い
がないと実現しないので、想いがあるうちに、熱いうちに動き
始めて、どんどん仲間を作り、大きなムーブメントにしてもらい
たいと思います。 

宮下様： 
自分の学生時代を思い出すと、このように積極的に団体を起こ
しながら情報交換をしているのは素晴らしいと思います。若い
世代の優秀さというのをすごく感じています。我々が今やろうと
しているのは産業革命、月面産業革命と言っていますが、みな
さんの力が必要です。ぜひ一緒に盛り上げていきましょう。 

2023 Annual Report
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ASE-Lab.
ASE-Lab. は「宇宙」好きが集まり、思い思いの勉強会を開催するコミュニティです。宇宙の学問に対して向き合い、挑み続ける学生
が集まり、メンバーによって企画された勉強会によって、〈若手人材の学術基盤〉〈地域を繋ぐ架け橋〉となることを目指しています。団
体内では有志によって企画されたさまざまな分野の勉強会が開催されており、理工分野からビジネス/法律など、様々なテーマで仲間
を見つけて活動しています。

Poster Session
宇宙開発の未来を覗く

企画責任者｜ 阿部 舞哉

---【企画概要】------------------------------------------
宇宙開発に関わる学生団体は近年、技術開発にとどまらず、学際性や広報、医療や国際連携等、多くのテーマをも
ち活動しています。活動の領域が多様化する一方、宇宙開発とその利用を考えるとき、個々の領域に対する専門知識
のみならず、さまざまな分野に対して総合的な理解を持つことが求められます。
本企画では、各分野で活躍している学生団体の姿を広く参加者の皆さまに伝えるとともに、各団体間の交流と連携を
促し、日本全国の宇宙開発を盛り上げることを目的としています。

�

�AEROSPACE SCIENCE AND ENGINEERING Labolatory 

Ᏹᐂ�⌮Ꮫ࣭ᕤᏛ࡞ࢡࢵ࣑ࢹ࢝�Ꮫࡢࡧሙ�

$6(�/DEࠊࡣ�Ᏹᐂศ㔝⯆ࢆᣢࡘ

Ꮫ⏕࡛ࡋ࠺ຮᙉࢆ㛤ദࡿࡍᏛ⏕

�ࠋࡍ࡛ࢸࢽ࣑ࣗࢥࡓࡋ㇟ᑐࢆ
� �

⌧ᅾࡣᏱᐂ⌮ᏛࡸᏱᐂᕤᏛࠊ࡚࠸ࡘ

ᩍᮦࠊࡾࡓ࠸⏝ࢆ⮬ศ࡛ࡕࡓᐇ㊶ࠊࡾࡓࡋ

ࡢ⪅✲◊ࡣຊࢆࡽࡀ࡞ࡋࡾࡓࡾ� �

࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⩦Ꮫࠊࡲࡲࡢ⯆ࡢࠎྛ

�ࠋࡍࡲ
� �

$6(�/DEࠊࡣ�ᏱᐂࡢᏛၥᑐࡁྥ࡚ࡋ

ⱝᡭࠊࡿࡲ㞟ࡀ⏕Ꮫࡿࡅ⥆ࡳᣮࠊ࠸ྜ

ேᮦࡢᏛ⾡ᇶ┙ࢆ┠ᣦࠋࡍࡲࡅ⥆ࡋ�

⌧ᅾ $6(�/DE�࡛ࠊࡣᐃᮇⓗ㛤ദࡉ

Ꮫ⩦άࡢಶே࡛ࠊࡢ࣑ࠖࢮࠕࡿࢀ

ࢿࣥࣕࢳࢺࢵࣉࢺ࢘ࠕࡿࡍ㐍ಁࢆື

࡚࠼ᨭࢆᏛ⩦άືࡽ㍈ࡢࡘ㸰ࡢࠖࣝ

�ࠋࡍࡲ࠸
� �

ᚋࠊᏛ⏕ᅋయࡢὶࠊࡸ◊✲

⪅࣭㛤Ⓨ⪅ࡢ᪉ࡢࠎὶࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ

�ࡳ⤌ࡾྲྀฟࡢࡧᏛ࡞ඛ㐍ⓗࡾࡼ

�ࠋࡍࡲࡅ⥆

බᘧ +3� 7ZLWWHU� )DFHERRN�



STEAM-Sat
STEAM-Satは超小型人工衛星の設計・開発・運用を行ってきた学生のノウハウを用いて作成された人工衛星の学習キットです。企画・
設計から学生が主体となり、全国への宇宙教育の展開・宇宙開発人材育成を目指します。

KARURA Project
KARURA Projectとは学生主体の国際宇宙開発の推進
を目標とし火星探査機コンテストのURCに向け火星探
査機を開発するプロジェクトです。米国と日本を中心
とした60名の学生と共に言語、文化、時差の壁に挑戦
しながら開発を進めております。このプロジェクトで
様々な国と地域の技術、文化を集め、将来の宇宙開発
を担う人材、ネットワークを形成していきます。この
プロジェクトが学生による国際的な宇宙開発のモデル
ケースとなるために、私たちは宇宙への熱意を持って
取り組みます。

Goal　
学生主体の国際宇宙開発の推進

Vision1    
宙開発に興味のある学生のコミュニティを作る
言語や文化の壁にとらわれず開発できる人材になる
Vision 2　
様々な要素にとらわれない開発スタイルを作る

Mission 1 次世代の宇宙開発リーダーのコミュニティを作る
Mission 2  惑星間宇宙開発のモデルケースを作る

Our Team　　
総勢61名のグローバルなチームKARURAはアメリカと日本、また各チームにリーダーを置き一体となっています。

General PM/Founder

垣内　啓邦
テキサスA&M大学　工学部航空宇宙学科　所属。
KARURAの創設者であり、宇宙を強く志すリーダー。ア
メリカ留学の中で感じた「開かれた宇宙開発」への想い
が彼を突き動かす。

Japan PM/Founder 
瀬戸 晴登 

信州大学 工学部 機械システム工学科 所属。
宇宙開発を支える ロボットを作ることを目
標に活動している。KARURAを垣内 と共に
創設、持ち前の高い行動力でチームを活性
化させる、 チームの心臓。

URC

URCとは、毎年6月にユタ州で開催されている大会です。大会では、生
命探査や、タイピングといった 高難度のミッションを課されます。ま
た、チームのマネジメント方法やどのようにして資金を調達したのか
といった視点でも採点が行われます。
事前審査では、書類と動画の二種類の提出物によって採点され、上位
36チームが本大会に出場することができます。そして、本大会では、
右の４つのミッション が課され、事前審査と合わせたそれぞれ100点
満点の500点満点で順位が決定されます。

Partner Supporter

Our Activity
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Ᏹᐂ㛵㐃ᴗ
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<STEAM-Satᆅୖᒁ>

KARURA
KARURAは世界中の宇宙開発を目指す学生のネットワークを作り、遠隔・オンライン宇宙開発モデルを作る学生団体です。現在、日
本とアメリカの学生が１つのチームを作り、毎年アメリカで行われるURC (University Rover Challenge) と呼ばれる大会に出場・優
勝することを目指しています。日本は関東、名古屋、信州から、アメリカはテキサスやジョージアの学生が参加しています。
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ARES
ARESProject は、火星探査機の学生世界大会 “University Rover Challenge (URC)” へ、日本チームとして初の出場を目指す学
生団体プロジェクトです。東北大学・慶應義塾大学を主な拠点として活動しています。日本の学生宇宙開発において、探査ローバー開
発という新しい分野を開拓することや、日本の学生の技術力を高め、未来の宇宙開発に貢献することがチームの目標です。

SMJYC
Space Medicine Japan Youth Communityは宇宙医学に関心を持つ若い世代が集い、各々の興味を深め、学び合うコミュニティ
です。宇宙医学を学びたい学生と、次世代に繋いでいきたい研究者の方々を繋ぐ架け橋として2017年に設立し、現在は、JAXAや
研究室など宇宙医学の現場を訪問するスタディツアーや多種多様なプレイヤーからお話を伺うウェビナーなど、さまざまな企画を行って
います。

O u r  R o v e r s

E v e n t  R e p o r t

世界レベルの火星ローバーを日本から

A R E S  P r o j e c tの開発する火星探査ローバーは、

4輪の車両型ロボットです。ロボットアームや生命

分析装置を搭載し自動運転、遠隔操縦で走行しま

す。ロボットアームは数k gの岩石の運搬からねじ締

め、キーボード入力といった精密な作業まで対応し

ており、生命分析装置は地表から採取した砂や岩石

を分析し、試料に生命が含まれているかを判別しま

す。

　我々はこれまでにA R E S 1～5まで、5台のローバ

ーを開発しており、海岸やテストフィールドでの走

行試験に活用してきました。現在はA R E S 6を開発中

です。

鳥取砂丘実験

7月に開催された鳥取砂丘の月面フィールド「ルナテラ

ス」のオープニングイベントに招待を受け、ローバーの

走行実験を実施し、多くのメディアからの注目を集めま

した。今後も「ルナテラス」にて実証実験を重ねること

が決定しており、開発のための重要な実験フィールドを

提供していただきました。

A
RES PRO

JEC
T

H P :  h t t p s : / / w w w . a r e s p j t . j p  

火星探査機の学生世界大会  “ U n i v e r s i t y
R o v e r  C h a l l e n g e  ( U R C )�  および
�E u r o p e a n  R o v e r  C h a l l e n g e  ( E R C )�
へ、日本チームとして初の出場を目指す学生団
体プロジェクトです。東北大学・慶應義塾大学
を主な拠点として活動しています。

T w i t t e r  I n s t a g r a m  

E R C視察

来年の出場を目指す、ポーランドで開催される

E u r o p e a n  R o v e r  C h a l l e n g e  決勝を現地で見学しま

す。大会の走行フィールドや出場チームのローバーを視

察し、得られた知見を今後の開発に活用します。

宇宙環境

放射線 閉鎖環境

筋肉・骨の萎縮 体
液シフト ETC

あきらより

これからもよろしくね！

あきらより

Space Medicine Japan Youth Community
 ～自分色の「宇宙医学」を見つけよう～

これからもよろしくね！

あ宇宙医学って?
地上とは全く異なる宇宙環境にお
いて人体がどうなるのかを調べま
す。また、その知識をもとに、宇
宙において医療を提供することを
目指しています。

団体概要
・略称：SMJYC
・メンバー：400名以上

医学を中心に薬学・工学・理学など様々な専攻
の学生が主体的に運営しています。高校生〜若
手社会人も所属しています。

微小重力

筋肉・骨の萎縮 体
液シフト ETC

心理的ストレス

➊スタディーツアー
主に夏休み期間に、宇宙実験を行っ
ている研究室やJAXA,ベンチャー企
業などを訪問し、直接講義を受けた
り見学をしたりします。 昨年は慈
恵医科大、航空自衛隊、JAXAを訪
問しました。

➎論文抄読会

➋教科書翻訳

➍学会発表➌ウェビナー
「日本宇宙航空環境医学会」 の年
次大会において、学生セッションで
の発表をします。

宇宙医学のバイブル的 教科書
"SPACE PHYSIOLOGY AND
MEDICINE" の日本語訳を行ってい
ます。現在、翻訳も大詰めとなって
おり、完成は間近です。

およそ1ヶ月に一度、宇宙医学に関
わっている先生をお招きし、オンラ
インで講義をして頂きます。

宇宙医学に関する英語の論文を読
み、それについて議論します。 参加ご希望の方へ

コチラより
ご連絡ください→

（または“SMJYC”で検索）

活動内容
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CORE
COREは関東圏のさまざまな大学から学生が集まり、主にハイブリッドロケットの製作・打上げを行うインターカレッジの学生団体です。
ロケット開発を通して、ロケットの設計製作に必要な技術や知識に加え、プロジェクトマネジメント、システムズエンジニアリングなど、
さまざまなことを学べる実践的なものづくりをできる場として2007年から活動を続けています。機体班・電装班・燃焼班・エンジン班
で協力して日々開発に取り組んでいます。学生の皆さん、一緒にロケットに夢をのせてみませんか。

UNISON
UNISONは、NPO法人UNISECに所属する学生組織です。これまで単独の研究室や団体だけでは成し得なかった、規模の大きなプ
ロジェクトや、多くの学生が参加できる草の根的な活動を支援しています。UNISONが支援するプロジェクトによって、多くの学生が協
力し合い、宇宙開発の裾野を広げ、新しい技術フィールドを開拓していけるような流れを作り出していくべく努力しています。
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神奈川大学宇宙ロケット部
神奈川大学宇宙ロケット部は「ハイブリッドロケット」と呼ばれるエンジンを用いて、超小型ロケットの設計・開発を目的とした工学サー
クルです。近年、超小型衛星の打上げが各地で行われていますが、打上げ機会は限られています。超小型ロケットを開発することで超
小型衛星の安価な打上げを実現させることを最終目標とし、2021年度には到達高度 10.1kmをに到達し、日本一の記録を達成しま
した。

TELSTAR
宇宙広報団体 TELSTARは、「宇宙を日本の基幹産業に」を理念とする学生団体です。今後の宇宙開発を担う世代の「宇宙への興味
を0から1へ、1から100へ」と向上すべく、フリーマガジンの発行を中心に、各種メディア (ウェブ記事、ポッドキャスト、SNS) を
通じて広報活動を行っています。新たな理念、「宇宙はどこからでも、どこにでも」を胸に、障壁を目の前にしながらも宇宙へ挑む人々
を応援してまいります！
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ඇ༽ɼͬ͝ඇ༽͍͗ΕΉͦΞɽͨͪΌɼॄ͗ۜࣁΉΔ͵͏ͳͬ͝ΉͲસߨఖ͓͗ͥߨɼͬ͝ͺ͕Θ͖ɼ͓͠Ͳ͘͵͏য়ڱͶ͍ΕΉ
ͤɽͨ͞ͲɼΉͥͺΦϱζϱඇ༽300ຬԃΝඬͶέϧΤχϓΟϱυΡϱήͶேક͢Ήͤɽ͚ͪ͠ΞਕʓͶ҈સͶϫίρφ͗ͬ͝Ζ͞ͳج;
ΏӋநͺਐۛ͵ͫͳͣ״ͱ͏ͪͫ͘ɼ࣍କՆ͵ऀճఴͶر༫ͪ͢͏ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽʹ͖͑ϫίρφͬͪ͝ΌͶև༹͕ྙΝ͏ͪͫ͜͵͏
Ͳ͢Β͖͑ɽ͍͖ͪͪ͏͟ࢩԋΝΓΘ͚͕ͪ͢͢͏͏بΉͤɽҲඬֻۜͺ300ຬԃɽඬͶ͖͵͜Ηͻ͏ͪͫ͏ͪ͟ࢩԋͺસͱศۜͶ͵ͮͱ͢Ή͑
ʰAll or Nothingʱͳ͏͑ϩʖϩͲͤɽͨ͞ͲɼࠕյखΕૌΊͶঙ͢Ͳ͢״ڠͱ͏ͪͫ͜Ήͪ͢Δɼͧͽ͟ࢩԋΝ͏ͪͫͪ͘͏ͳ͏ࢧΉͤɽ

ԾىͶࡎܟγφURLӊͶQRαʖχΝ͢ࡎىͱ͕ΕΉͤɽ
https://readyfor.jp/projects/KUrocket_2023

֦झSNSΝӣ༽⽑ϫίρφ෨ೖΝͧͽ͟ལ͚ͫ͠͏ʄ
ʕϙʖϞϘʖζ ʕX(ڈTwitterʥ   ʕInstagram ʕFacebook
ʀೖ෫ܢ ʀೖ෫ܢ ʀೖ෫ܢ  ʀೖ෫ܢ

HPٶ;SNS

ಊ಼༲
ʰঘܗӶΝ҈ՃͶ͖ͯਟଐͶͬ

௪ΕٌಕͶ౦ͤΖʱͳ͏͑ඬس͝
Νୣͤ΄͚ϫίρφ͕৴͖ΔಆΉͲͤ
΄ͱͬͪࢴͲΝͮߨͱ͏Ήͤɽ͞͞Ͳ
ͺͨͲಝద͵෨Ν͏়͚͖ͯղ͢
Ήͤɽ
Φϱζϱ
ϫίρφ॑གྷ͵෨ͳ͢ͱΦϱζϱ͗

͍ΕΉͤɽϫίρφΝ͢ͱ͏Ζର͗
͍ΖͪΌΦϱζϱജ͠Ηͱ͏Ήͤɽ͢
͖͢͵͗Δͬͪࢴͺ߶߶ౕͬ͝Ν
ඬͶ͢ͱ͏ΖରͲ͍ΖͪΌࢤΦϱζ
ϱͲͺඬ౺ୣͺͲ͘ΉͦΞɽͨ͞ͲΦϱ
ζϱΝ͖̏Δͮߨͱ͕Εɼ೫রݩࢾ
͏ߨΉͤɽͬΘΞ͑Ή͚͏͖͵͏͞ͳ
͍ΕΉͤ͗ɼޯͪ͢ͳ͘״ಊͺݶཁ
Ͷ͵Δ͵͏͛Δ͏͏͏ͬ࣍ـͲͤɽ

ϓϩύʖφζϡϏϱ
ϓϩύʖφζϡϏϱ༹ͳ

߶ౕɼ࣎ಋͲͬ͝ڠ
GPSυʖν͵ʹΝుഀͲ
ξΤϱϨϱέͤΖ
τϪϟφϨૹΝΝ
ͮߨΉͪ͢ɽΉͪಋ༹ϫίρφͬ͝Ν͏ߨ
ͱ͏Ζର͜͵ʹͶജͮߨͱ͏Ήͤɽ

TELSTAR
RADIO
TELSTAR
RADIO

「あなたの好きなこと×宇宙」の、様々な関わりを探すことができるウェブサイト！
宇宙に関係する研究情報・サークル情報・イベント情報を観覧いただけます。
「あなたの好きなこと×宇宙」の、様々な関わりを探すことができるウェブサイト！
宇宙に関係する研究情報・サークル情報・イベント情報を観覧いただけます。

「宇宙」に携わっているゲストをお招きし、
ゲストの方の活動、ライフストーリーに迫る
TELSTARオリジナルポッドキャスト番組です。

「宇宙」に携わっているゲストをお招きし、
ゲストの方の活動、ライフストーリーに迫る
TELSTARオリジナルポッドキャスト番組です。

公式HPには、独自のインタビュー記事、
イベントレポートを掲載しています！
公式HPには、独自のインタビュー記事、
イベントレポートを掲載しています！

TELSTAR HP・うちゅうけん！　
TELSTA RADIO・各種SNS
へのアクセスはこちら

TELSTAR HP・うちゅうけん！　
TELSTA RADIO・各種SNS
へのアクセスはこちら

うちゅうけん！うちゅうけん！ 宇宙×将来
進学…
宇宙×将来
進学…

近未来の宇宙開発を担う中高生をターゲットに発行するフリーマガジンです。
毎号１万部を発行し、全国の中学校、高校、科学館へ配布を行っています。
定期購読（電子書籍無料）、ご支援を随時募集しております！

近未来の宇宙開発を担う中高生をターゲットに発行するフリーマガジンです。
毎号１万部を発行し、全国の中学校、高校、科学館へ配布を行っています。
定期購読（電子書籍無料）、ご支援を随時募集しております！

宇宙フリーマガジン宇宙フリーマガジン

SNS/ウェブ記事SNS/ウェブ記事
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昨今の宇宙産業の拡大に伴い、宇宙人材への需要は高まっています。そうした中、宇宙開発を行う企業が求めている宇宙人材を集め
るため、JAXAや大学などと連携して企業ができることは何かについて、宇宙産業全体からの観点と企業独自の観点を踏まえて考えるワー
クショップを行いました。グループワークでは参加者である大学生と社会人の皆さまの意見交流から、宇宙人材の獲得について考えてい
ただきました。 

【WS内容】

秋山 演亮 様

【経歴】
京都大学農学部卒、西松建設在席中に東京大学大学院理学系
研究科卒、理学博士。秋田大学、PDエアロスペースを経て現
職。千葉工業大学ともクロスアポイントメント。内閣府宇宙開
発戦略推進事務局宇宙政策委員会専門委員。2021年度には
人材育成WGにて提言をまとめる。2005年より大学生を対
象とした能代宇宙イベントなど全国学生共同実験運営を指導。
高校生を対象とした宇宙甲子園事務局長を担当。

和歌山大学 学長補佐 / 教授
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1. 企画の狙い
今日の宇宙利用産業はさまざまな分野に渡り、民間開放、技術革新、ベンチャーの参入など大きな変革期にあります。そんな中でモル
ガン・スタンレーの予測によると2050年には宇宙ビジネス市場の規模は200.7 兆円に達し、宇宙機器産業 ( 輸送系・宇宙機・地上系 ) 
だけで世界において約 5万人の人材が必要となると言われています。一方で内閣府が提示している『宇宙産業ビジョン2030』では
2017年時点で宇宙機器産業に従事する職員数は1万人を下回る規模であり、航空宇宙工学を学べる大学・大学院の卒業生は毎年
およそ1000名程度と推定されています。
このような背景から宇宙開発を行う企業は、現状の宇宙産業全体の広報やリクルート方法を見直し、宇宙人材を増やすために何をすべ
きかを考える必要があると考えられます。本企画では大学生との意見交流をもとに参加者自身がこの問題を考え、具体的な解決策まで
考えることで、今後の日本の宇宙開発を発展させることを狙いとしました。

2. 各 GWの内容
(1) GW1
宇宙産業の人材不足について、現在人材の多くは航空宇宙工学専攻から来ていると考えられることが多いですが、実際は航空宇宙工
学専攻からも宇宙産業に進む人は少ないです。では宇宙に関心のある学生に宇宙産業にも興味を持ってもらい、宇宙産業に進んでもら
うためにはどうすればよいのでしょうか。
グループワーク1では航空宇宙工学専攻の学生に行ったアンケート ( 表 1) をもとに、なぜ宇宙産業に進まないのかという理由から宇
宙産業の現実に対して学生が抱いているイメージを知り、それに対するイメージやギャップを挙げていただきました (Phase1) 。
次に、Phase1の結果をもとに宇宙産業に興味を持ってもらうためにはどのようなアウトリーチができるかについて参加者の皆さまに考
えていただきました (Phase2)。

グループワークの結果は、次のページ表 2、表 3の通りです。 
結果に関しては、どの班でも現実とのギャップや学生が抱いている印象を新しく知ることができ、参加者の皆さまにとって発見が多くあっ
たようでした。また、学生の意見を聞きながら意見交換をできた班は実際のアウトリーチに活かしやすく、有意義な機会となっていました。 

2023 Annual Report

Workshop 1
宇宙開発人材育成までのストラテジー

講師情報

企画責任者｜ 大姶良 日陽

【コンテンツ概要】
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表 3：Phase2の結果

ʀӋநͶໂΝඵ͏ͱ͏Ζࣰ͗ݳͳͺͮࢧͱ͏͵͏
ʀ೧फͶͯ͏ͱݳয়ΝஎΔ͵͏
ʀͰ͚ΕͶؖͤΖറષͳͪ͢Ӌந͖͓͢ݡͱ͏͵͏
ʀӶγʖϑηཤ༽ͶؖͤΖָਫ਼͖Δس͓͗ݡ͵͏
ʀ͘͵͞ͳʼࣆ
ʀӋநָ͗ۂةਫ਼ͶஎΔΗͱ͏͵͏
ʀӋநͶؖͤΖγʖϑηΏཤ༽எౕ͗ఁ͏
ʀ߶फͳ͏͑ϟʖζ͗ঙ͵͏
ʀڇ༫҈ͳޣմ
ʀๅଏ
ʀೖຌӋநۂࢊࣰݳͳϟυΡΠͶΓΖӋந֨ۂࢊϟʖζάϡρϕ
ʀগཔΝͣ״ΔΗ͵͏
ʀۜࣁͲࠅྙڢͳཀྵմ͗മ͏
ʀ͗߶͙ͤΖ
ʀӋநͳړ͗״Κ͖Δ͵͏
ʀׯऩΝভԿͤΖͫ͜ͳ͏͑ޣմ
ʀӋந͗ۂةਐۛͲͺ͵͏
ʀफΏࡀ༽Ͳ҈
ʀӋநۂࢊͶগཔΝͣ״ͱ͏͵͏
ʀफ͗ঙ͵͏
ʀ৮͗ঙ͵͚ɼ෫௪͗͢ѳ͏
ʀগཔ͗ͣ״ΔΗ͵͏
ʀଠۂࢊΝࠒ͘תΌͱ͏͵͏
ʀӋநۂࢊʻͰ͚Εͳ͏͑ϟʖζ͗͏ک
ʀ͗ࠅӋநۂࢊΝࢩԋ͢ͱ͏͵͏

̔ൟ

̏ൟ

̐ൟ

̑ൟ

̒ൟ

̓ൟ

表 2：Phase1の結果
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表 1：【配布資料】宇宙を学ぶ学生に取ったアンケート結果（抜粋）

(2) GW2
グループワーク1のPhase2で考えていただいたアウトリーチの方法によって宇宙産業全体に人が集まったと仮定したとき、宇宙企業
が欲しい人材を得られるかというとそうではありません。
宇宙企業が現在抱える人材問題である、採用の際に起こってしまう人材のミスマッチの問題を解決しない限りは、宇宙企業は欲しい
人材を得ることができません。
そこでこの問題の解決策の１つにタレントブックの活用が挙げられます。タレントブックとは、「大学の成績表では表記 / 数値化されな
い個人の特性を記述」、「個々人よりもチームとなった時の評価ポイントを取り入れる」、「他の人が一緒に仕事をしてみたときの評価を
取り入れる」という特徴を持った他己評価の資料です。
グループワーク2では従来の採用方法である履歴書と面接で人物を採用した場合 (Phase1)と、従来の方法に加えてタレントブックを
用いて採用をした場合 (Phase2)を行い、タレントブックを活用することで人材ミスマッチ問題が解決できることを実感していただきま
した。また、タレントブックを実際に使う際どのような点に着目し、どのような項目が欲しいかについても参加者の方々に話し合ってい
ただきました (Phase3) 。
グループワークで使用しました配布資料につきましては表 4、表 5、表 6のとおり、グループワークの結果につきましては表 7、表 8、
表 9の通りです。

結果に関しまして、Phase1とPhase2では採用される３人の印象が変わり、実際に採用する人を変えている班もありました。人材ミ
スマッチがどのようにして起こるのか、どの観点に着目することでそれが解決できるのかについてワークを通して実感していただくことが
できました。
また、タレントブックの有用性を伝えることと同時に、タレントブックの客観性の担保が難しいことについても残る課題として実感してい
ただき、考えていただくことができました。
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表 6：【配布資料】タレントブック
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表 5：【配布資料】人物像（面接 +履歴書）
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表 4：【配布資料】企業概要
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【講師講演】
宇宙産業の拡大と宇宙人材の必要性
『世界の全産業市場規模マップ』を見ると、宇宙産業市場は十
番目に大きい市場で、宇宙産業が成長していることがわかりま
す。『国際宇宙市場成長予測』を見ても、2015年から2040
年にかけて、年 4.5％での成長が見込まれます。しかし、日本
の宇宙関連市場は2010年以降全く成長が見られず、今後も
成長の望みが薄いです。
そのため今後の宇宙政策の在り方に関する有識者会議で私が
出した提言が三つあります。要約すると一つ目に自在な宇宙利
用能力は、戦略的に維持すべき政策課題である。二つ目に新
規参入を含めた民需の拡大につながる施策が緊急かつ最重要
な課題である。三つ目に我が国の内閣府の下に宇宙庁 (仮称 ) 
を設立するべきである、ということです。この三つを達成する
ためには国内の宇宙産業 ( 人材・技術と製造ライン) の成長
が必要になってきます。
日本の宇宙産業人口は研究者が多く占めていますが、産業を
拡大するために本当に必要になってくるのは高度技術者と一般
従事者になってきます。

人材ミスマッチの原因と求めている人材
実際世界では宇宙業界は大いに盛り上がっていますが、先ほ
どの説明のように日本の宇宙関連市場は10年間停滞していま
す。さらには産業面でも人材面でもミスマッチが起きてしまっ
ています。そもそも今宇宙産業が求めている人材はどのような
人材でしょうか。
例えばシステムという言葉について考えてみます。システムとい
うのは目的を実現させるための手段であり、その手段のために
一つの単独の知識ではなく、様々なものを組み合わせてシステ
ムをつくるこということです。一方で最近よく話題にあがるアー
キテクチャーという言葉がありますが、そのアーキテクチャー
とシステムは別物です。システム人材はシステムオブシステムズ
を理解した人がやるのですが、重要なのは、自分たちがつくり
上げたシステムズオブシステムがどんなアウトプットを社会にも
たらすのかを考えなければなりません。それは本当に人々に幸
せをもたらすのか。どういう問題を引き起こしてしまうのか。アー
キテクチャーはそこを確実に理解しなければなりません。この
アーキテクチャーまで考えられる人材が今宇宙産業が求めてい
る人材の一つです。

宇宙産業に今必要な能力について
私自身は今まで共同実験をたくさん行ってきました。能代宇宙
イベントへの参加や、高校生に対しては宇宙甲子園など、さま

ざまな宇宙へのチャレンジができるような場所づくりをしてきま
した。また宇宙教育プログラムってというのは実はいろいろあ
りますが、まずは宇宙に興味を持ってもらいます。その後一般
のイメージではすぐ専門教育に行くと思われがちですが、実は
一番重要なのはその間です。マネジメントをちゃんと理解して
回せるようになること。また、システムとマネジメントに限った
話ではなく、アーキテクトも考えられるようになること。要は一
般社会に対するアウトプットも考慮しなければならないというこ
とです。この期間ではどんどん失敗しても問題ありません。最
後の最後社会に出たときに巨大プロジェクトを行うときに失敗
しないような人材を育てることが大切です。

ハイブリッドロケットの打ち上げを例に挙げると三つのことを
やっています。
一つ目に打ち上げプロジェクトのメンバーとして学ぶこと。ハイ
ブリッドロケットは全員が力を合わせて仕事をやり遂げないと
打てません。これをアクティブラーニングやSTEM教育といい
ます。二つ目にプロジェクトリーダーとして学ぶことです。共同
実験だと一つの大学ではなく、ものすごく多くの大学が参加し
ます。この辺りから自分たちのチームだけではなく、他のチー
ムとの連携ややり取りが必要になってきます。そして三つ目に
ロケットを全く打たない運営としての参加。運営の人々は各大
学の調整や、安全審査、関係各所への連絡などを全て行います。
よってここを経験した人々はそのまま人材として使うことができ
ます。
もう一つ重要なのは、危ないことを危ないままでやらないとい
うこと。このことを理解して「危ないこと」を安全に変えること
が大事になってきます。そのため能代宇宙イベントでも安全講
習を行います。ここで注意してほしいのは安全だったらやってい
いというわけでもないということです。同時に「安心」でなけ
ればなりません。安心とは相手との対話の中で生まれるもので
あり、当事者も相手側も理解のもと進めなければなりません。
このようなことができる高度技術者を育てることが必要になっ
てきます。
これらのことができるような人がいないといくら優秀な研究者
や開発者を入れても宇宙開発は進みません。そのためアウト
リーチで人を集めるだけではなく、しっかりと共同実験など経
験を積み学んでいた人を育てる必要があるのです。このように
実際宇宙教育でやっていることは、システムを理解したり、マ
ネジメントを理解したり、またステークホルダーとの関係をどう
調整するかを理解したりするというようなことを学ぶ場を提供し
ているわけです。
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表 9：Phase3の結果
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タレントブックの必要性
このように共同実験などで学ぶような経験をしても、それは成
績表には載ってきません。共同実験でロケットを打ち上げた人
は面接の際にロケット打ち上げ経験があります、と言うことが
できる。一方、共同実験の運営を行っていた人たちは運営を行っ
ていましたと伝えてもさほどメリットにならないのです。しかし、
先ほども述べたように共同実験の運営で、社会で生きていく力
を確実に身に着けています。そのようなものを証明できるよう
にしたいということで現在我々はタレントブックというものをつく
ろうとしています。共同実験の事務局が財政面や事務面でのサ
ポートをしつつ、企業にオフィシャルに一人ひとりのタレントブッ
クを提供することができるような書類をつくりたいと考えていま
す。
そのタレントブックの評価軸は学校の成績だけでは測れない、
体力、集団、知力、個性などで分けます。例えばこのような項
目に対して、自己評価とチームのメンバーからその評価をして
いただき、その中で各項目に対してどのような特徴があったか
を記述していただく。それを集めながらタレントブックをつくっ
ていきたいと考えています。
また、学生に限らず共同実験などに能代や企業もどんどん入っ
てきています。彼らは宣伝目的ではなく、リクルート目的で入っ
てきていて、プロジェクトで動く学生を見て、ほしい人材を検
討しています。このようなことから企業面接でわからなかったこ
とがわかってくるのです。

タレントブックの活用について
皆さまもワークをやっていて感じたところだと思うのですが、エ
ビデンスの担保をどのように行うかということがタレントブック
の大きな問題です。学生の共同実験で1万人ほどみていると、
もう見るべき部分など明らかではあるのですが、やはり社会が
ちゃんと補填するようになっていかなければならないなと思って
います。
実は今宇宙教育連携ハブというものをつくろうとしていて、構
成者は実際に運営をさせて人材育成していく大学と、そのよう
なフィールドを提供してくれる地域、そしてその場を使ってリク
ルートを行う企業に分かれます。このときにタレントブックを企
業に提供できるようにしたいとも考えております。

国際情勢により変化する宇宙開発の未来シナリオ
私も2010年ぐらいから文科省から内閣府に「日本の宇宙政
策の場所を変えましょう」ということを提言する委員会にいた
のですが、その際我々は2020年、2030年と10年先、20

年先のことを考えていました。これはすごく重要なことですが、
残念なのが仮に見越していたところで実現できないことがたく
さんあります。そのことに関して国際情勢により変化する宇宙
開発の未来シナリオをA、B、Cまで考えています。
シナリオAは、宇宙利用が広がって、月にどんどん開発が進ん
だ未来。月に進出するにあたり、国際協力でやろうとなるような、
みんなが支持する宇宙開発の未来です。シナリオBは宇宙の
平和利用ばかりでは進まない、地上で戦争が激化した際、宇
宙は重要なポジションになりうるという未来です。先ほど、日
本は開発を続けなければならないという話をしましたが、新し
いものの開発と、今まで通りのラインナップをつくるという開発
という現状維持の両輪がないと、ロケット技術を維持できませ
ん。維持できなくなった途端シナリオBの世界では生きていけ
なくなってしまいます。そしてシナリオCは地上での争いが月
面利用にも持ち込まれるシナリオです。月に原子炉を持ってい
く話などは、赤道域にそれを持っていくとマスドライバーという
いわゆるリニアモーターカーになり、それに石を載せて地球に
落とすと爆弾になります。このような未来が見えてくる中では、
宇宙開発をする際に宇宙だけを見るのではなく、世界情勢が
どうなのかということも考えなければなりません。

各シナリオを見据えて必要とされる人材
ではシナリオBが加速すると何が起こるのか。それは宇宙安
保バブルです。今まで政府予算で宇宙関連予算は3000億か
ら5000億くらいでしたが、これが今一兆円近くに増えようと
しています。具体的に言うと、防衛省が直接衛星を発注できる
ようになり始めました。そのことにより衛星をつくることのでき
る企業はJAXAの探査機発注より防衛省の発注の方が儲かる
ことから、探査機をつくるところがいなくなってしまいます。そ
の際、宇宙ベンチャー企業に依頼すればよいと思う方もいるか
もしれません。しかし、今ある宇宙ベンチャーにはビジネスモ
デルしかなく、実現できる人や経験が足りません。そのために
実践的なプログラムを行い、ビジネスモデルを実現できる人を
育成することが必要です。また、探査機をつくるところがない
という話もしっかりと儲けることを考えることが大切になってき
ます。実際、今日本の宇宙企業で儲けているところはほぼあり
ません。レガシー企業も3000億投資された際、3000億を
そのまま開発に充てるような状況であることから、産業拡大で
機能していません。
そのため、ここを機能させるためにどうするべきかを考える必
要があります。宇宙産業がどうなっていって、日本はどこを目
指すのかという話をもっと俯瞰して考え、世界が平和に進むシ
ナリオAだけではなく、シナリオBが起こり得ることも考えな

くてはならない。また、シナリオAとシナリオBではどちらも
宇宙関係の産業は進みますが、宇宙に出る人が変わってきま
す。ここでいう宇宙に出る人というのは具体的に現在のような
宇宙飛行士なのか、労働者としての宇宙飛行士なのかといっ
たところです。加えてシナリオBが進み、シナリオCまで到達
してしまったら宇宙に行く人は軍人などになるでしょう。このよ
うなことを踏まえた上で未来像を考えることが宇宙開発を進め
る上で重要になってきます。

宇宙開発の場は日本だけではない
次に、覚えて帰ってほしいこととして宇宙開発を行うフィールド
は日本だけではないということです。私は政府委員をやってい
ることもあり、国のための宇宙開発論、宇宙政策論を言います
が、宇宙で就職したい日本人がそれに従う必要はありません。
むしろ宇宙を職にしたいなら、日本から出て世界に行くべきだ
と思っています。しかしそれでは日本企業が海外に勝つすべが
ないように思えます。
それでは日本企業が海外の企業に勝つためにはどうすべきか。
それは航空業界と同じように海外のマーケットにロケットや衛
星の部品を売りに行けば良いのです。しかし、宇宙業界の現
状は海外進出した日本の大企業の下請けをやりたいという企業
ばかりです。そのような国内の状態に振り回される必要はない
です。
一方で、国立大の教員ないし政府委員として思うのは、日本の
4兆円をなるべく海外からとってこれるようにみんなで頑張るよ
うな産業プロデュースについても考えていただきたいとも思って
います。
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鈴木 明子 様

経歴
1984年 宇宙開発事業団入社。広報、産業連携、国際協力
調整に従事する他、地球観測衛星「だいち」「いぶき」のデー
タを国内外の環境監視、地図作成等に役立てる活動を推進。
NASAとの人材交流でジョンソン宇宙センター広報部に1年
間在籍、「はやぶさ２」地球帰還時は広報部長。2023年より
クロスアポイントメント制度で佐賀県立宇宙科学館館長。東女
短大（米文学）、早大人間科学部（地球環境管理計画学）卒、
ヒューストン大広報学聴講生。

宇宙航空研究開発機構（JAXA）広報部　参与
佐賀県立宇宙科学館（ゆめぎんが）館長　兼務

4645

2023 Annual Report2023 Annual Report

【企画概要】
宇宙開発と社会との関係がますます強くなっていく中、宇宙開
発と市民との関わりを考えることの重要度は高まり続けていま
す。本企画では宇宙開発と市民との関わりについて、宇宙科
学技術社会論 (SSTS) を一つの軸としながら考えました。
SSTSは、宇宙政策に市民の意見を反映させることを重要視
していますが、それを実現するためにはまず 宇宙開発について
市民が幅広く 理解する必要があります。市民の理解増進のた
めに、現状においてどのような障壁があるのか、そして宇宙開
発側からどのような発信活動がありうるか、グループワークを
通して議論を行いました。

【企画のねらい】
宇宙開発に市民の声を反映させるためには複数の壁を越える
必要があります。その中でも、本企画では最も根本的な「宇
宙開発について市民に深く理解してもらう」ことに注目しまし
た。
科学技術一般に該当することではありますが、科学技術の実
際と市民のイメージには得てして差異があります。特に宇宙開
発はそれが顕著であり、「夢」「ロマン」「フロンティア」といっ
たワードで語られることが多い分野です。宇宙基本法に「人類
の宇宙への夢の実現」という言葉が用いられることはそれを象
徴的に表しています。
一方で、宇宙開発の実際はというと、民間事業者の進出が拡
大し、衛星がインフラとして日常生活に密接に結びつき、安全
保障上の重要性が高まるなど、「夢」や「ロマン」といった言
葉だけでは語りきれない、短期的ないしは身近な意義が存在
し、また、新たな分野との関わりも大きくなりつつあります。
このような現状を理解し、宇宙開発の実際とイメージの溝を埋
めるためにはどのような活動がありうるかという点についてグ
ループワークを実施しました。

【企画の内容】
< GW1内容 >
グループワーク１では、市民が宇宙開発についてどのように理
解しているのかを実感していただくことを目標にワークを行いま
した。具体的には、冒頭で参加者の皆さまに宇宙開発に関す
る知識を忘却していただくという設定でワークを開始しました。
その上でまずフェーズ１として、各グループをさらに二分割し、
宇宙開発についての「情報量が多い資料」と「情報量が少な
い資料」をそれぞれの小グループに配布いたしました。なお、
資料が複数種類あることは参加者の皆さまには伏せています。
これにより、宇宙開発について市民が獲得する情報量の多寡
を擬似的に再現し、そのような状態で小グループごとに同一の
アンケートにお答えいただきました。アンケートの質問では、
大まかに宇宙開発を促進すべきかどうかといった内容について、
理由を付してお答えいただきました。
次いで、フェーズ２として資料の差異や上記のような目的を説
明したのち、各グループ内の小グループごとにアンケートの回
答を交換し、情報量の多寡と価値判断やその基準との関係性
を考察していただきました。

Workshop 2
宇宙開発をどう「みせる」か？

-認知向上のその先へ -

講師情報

企画責任者｜ 横関 悠平

【コンテンツ概要】





【講師講演】
はじめに、JAXAの広報活動概観
第 4期 JAXAの中期計画の中では、広報についても規定され
ています。「国民的な理解の増進を図ること」となっており、
即時性、透明性、双方向性を持ってJAXAの事業の説明責
任や、理解促進を、具体的なツールを工夫して進めることになっ
ています。JAXAは、政府全体での宇宙開発利用を技術で支
える中核的実施機関と定義されていますが、良くも悪くもその
枠内での組織広報にとどまっております。どこの会社にも広報
部というのはあると思いますが、組織の代弁者という色が強い
と捉えられているのではないでしょうか。その枠の中で、記者
会見や、Webサイトの運営、あるいは広報誌を作ったり、展
示館を運営したり、講演会をやったり、ということをやってい
るのが実態です。
 
SSTS、「宇宙開発からの発信の重要性」 
～JAXA広報では～
宇宙科学技術社会論 （SSTS） では科学技術をめぐる政策決
定への市民参加の重要性が強調されています。そのために、
市民の理解→市民の意見形成・発信→政策への反映という流
れが示されています。それを循環させるためには最初の情報発
信が必要ですが、JAXA広報の発信の量・質はどうなのかと
いう話をしたいと思います。 

コロナ前の2019年の実績で検証してみると、プレスリリース
を188件、記者会見を35回、説明会を32回、取材対応
を500回やりました。全国のJAXAの事業所には展示館が
ありますが、そこには約 60万人の訪問者がおりました。職員
の講演会は年間 560回。SNSを活用したコミュニケーション
も活発になっています。YouTubeの JAXAチャンネルのアー
カイブには約 2,000 本の動画があり、2019年度の総視聴回
数 1,156 万回でした。また、テレビ放送における広告費換算
という数字がありますが、「はやぶさ」のリュウグウへのタッチ
ダウンのときのニュースを新聞の広告費に換算すると金額にし
て17～ 18億円ぐらいの価値という公開データがあります。 

情報発信の質はどうでしょう。今年 3月H3ロケットの打ち上
げに失敗した直後に出たプレジデントオンラインの記事では、
東大の鈴木一人先生が、「日本では夢とロマンが強調され、何
のためにロケットを打ち上げるかについて、ふわっとした議論し
かしてこなかった」。また記者の知野恵子さんは、「ロケットや
宇宙開発への夢を語るだけでなく、目的や成否の判断基準な
どももっと明確に示すべきだろう」と述べています。このような
言葉は大変耳が痛く、いくら発信量を増やしてもうまくいって
いないことを実感します。

ここで2000年代から2010年代にかけて、広報では何をキー
ワードにしていたかを振り返ってみたいと思います。H-II ロケッ
トが打ち上がる前まで （1990年代前半） は、「日本のロケッ
トは失敗しない」ということを広報の売り文句にしていました。
しかし、次 と々失敗があったあたりから、失敗の可能性だとか、
技術の難しさの説明を重視する方針に変わってきています。こ
の頃内部では、「夢・ロマンという言葉はNG」と戒めていました。 
その後、初代「はやぶさ」で映画が3本できたあたりからは、
世の中は逆に「 （宇宙は） いいね」という雰囲気になってきま
した。また、宇宙基本法が制定され、宇宙戦略室が発足し、
日本の技術を海外展開しようという勢いの強かった時期には、
技術の難しさの説明よりも、打上げの成功率や世界との比較
を数字で示して日本の技術力を分かってもらうような広報に力
を入れた時期もありました。 
さらに、これも宇宙基本法・宇宙基本計画制定の流れですが、
「利用が一丁目一番地」という言葉がよく使われました。ロケッ
トは手段で、そこに乗る人工衛星が主役なのだと。以前は
「H-IIAロケット何号機が何々を乗せて打ち上げます」という言
い方が （つまりロケットが主語） 多かったのですが、その頃か
ら「何々衛星をH-IIAロケットで打ち上げます」という言い方
に変わってきました。左様に広報が行う情報の発信内容やスタ
イルは、政策や組織方針、さらには時の流れに左右されてきま
した。 

事例を一つご紹介します。2003年のH-II ロケット6号機の
失敗の後は、「税金の無駄遣い」「崖っぷち もう後がない」「も
うやめてしまえ」等々の声が、メディアからも市民からも多く上
がりました。「ロケットの〇〇」に漢字を入れなさい。答えは『失
敗』、という小学生の漢字テストまであったほどです。これほど
「ロケットの失敗」は知れ渡り一般化したのかというのがそのと
きの私の正直な感想でした。 

もう一つの事例です。6号機が失敗して「もう後がない」と言
われ、H-IIA 初号機を打ち上げる前に、ここ日本科学未来館
で「ロケットシンポジウム～H-Ⅱロケット8号機の司令破壊か
ら600日～」というタイトルの一般市民向けシンポジウムを開
催しました。失敗では何が起きて、原因は何だったのか、なぜ
ロケットは必要なのか、失敗からここまで何をやってきたか、
やれることはやり尽くしたので初号機を打ち上げさせてくださ
い、という当時の理事長以下、ロケットエンジニアも宇宙飛行
士も勢ぞろいで取り組んだ不退転の覚悟のシンポジウムでし
た。普段の一般的な講演会とは違って、サロン形式で、何百
人もの市民のみなさんからの忌憚のない意見を受け入れる、
真剣勝負の双方向コミュニケーションだったかなと思います。

市民との対話という観点でもう少しお話します。JAXA創立後、
2003年から2018年まで （第 1期～第 2期中期期間中） タ
ウンミーティングを145回継続し、約 17,000 名の方に参加
していただきました。その後、第 3期中期計画に入ってからは、
インターネットのライブ中継を組み合わせたハイブリッド方式の
JAXAシンポジウムというスタイルに切り替えてきています。 

その間、JAXAの認知度の統計を継続して取ってきました。
設立当初はほとんど知られていない23%、初代「はやぶさ」
帰還時には79%にぐんと上がり、そこから先はずっと90%く
らいの認知度です。市民対話との因果関係を正確につかむこと
はできませんが、組織名の認知度は向上しました。 

一方で、JAXAの活動やその意義価値の理解が真に深まった
かと考えると、まだまだな気がします。これまでの広報活動は
説明責任と、事業への認知に力点をおいてきており、発信の
ほぼ全てが組織広報の範疇であり、危機管理広報であり、ア
ウトリーチ活動の範疇です。Q＆Aはあっても、市民の意見を
取り込んでJAXAの事業計画に反映するというスキームはでき
ていません。
さらに、SSTSで謳う「市民の意見形成・発信→政策への反映」
につなげるためには、JAXAを超えた広い議論の場が必要だ
とも思います。その王道の一つは政府のパブリックコメントか
もしれません。そのほかには国際宇宙探査が始まる前に日本で
開催された ISEF2 ( 第 2回国際宇宙フォーラム ) も、市民参
加型の政策議論の場の一例であったと思いますが、いずれも
一般市民を大きく巻き込んだ世論形成の場にはなり得なかった
のではないかと個人的には感じています。 

科学技術と市民との接点　～佐賀県立宇宙科学館を例に～
佐賀県武雄市に県立宇宙科学館「ゆめぎんが」という科学館
があります。1999年に開館、宇宙船を模した立派な建物で、
年間来場者は20～30万人で筑波宇宙センターの展示館と同
じぐらいです。科学館には日々来場者とコミュニケーションをし
ている学芸員がいて （ドクターを持った学芸員とかです） 、し
かも自らものづくりをする力も持っています。今は、高校生とと
もにSaganSATという名前のキューブサットも作っています。
JAXAのコズミックカレッジの佐賀版のような小中学生向けの
体系的な教育プログラムもあります。地元密着の視点で、宇
宙のみならず科学技術全般をどのように見せるか、伝えていく
かということを、日々考えながら活動が進められており、そこに
はJAXAとは違ったコミュニケーションの形があるように思い
ます。 

実は日本国内には、大小交えて5,700か所の博物館・美術館・
科学館などがあるのだそうです ( 内、科学館は210強）。こう
した科学館や博物館を市民目線のコミュニケーションの場とし
てとらえ、市民の意見形成を促し、それらを政策へ反映させて
いくという流れがあってもよいのではないかと考える今日この頃
です。 

まとめ
JAXAの広報は組織広報です。規模が大きいので情報の発信
量はそこそこあるのかもしれませんが、組織都合を抜けていま
せん。つまり、大きな政策議論につながるような場というもの
もJAXA単独では持てていないわけです。市民の持つ宇宙へ
の興味・関心は幅が広く、それらの幅をもっと広げるべきなの
か、あるいはもっと集中させて厚みを持たせていくべきなのか、
その方向性や情報発信のあり方などについて議論することも必
要でしょう。これからは情報発信の量・質の向上のみならず国・
自治体・教育機関・宇宙機関等が連携して議論を活発化させ
る仕組みがあってもいいのではないかと思います。SDFのよう
な若い人たちとの議論にも大いに期待をしたいところです。 
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< 宇宙で暮らす上で、最も解決しなければならないとお考えの点
はどこですか？>
• 法制度がまともに整備されていない上、国際問題なので時間
を要する。
• 倫理的な話、法律的な話と思いました。

<ご意見・ご感想 >
•どの話題も大変興味深かったです。盲点だったのは、実際に
行きたいか？の質問です。今は実際に自分が行くかどうかとい
うと、行きたくないという人が多数になりそうですが、そうい
う話ができるくらいに、近い将来として見えてきているのだと
感じ、興味深かったです。
•とても内容が濃く有意義な時間でした。ありがとうございまし
た。

【パネルディスカッション２ 「“宇宙開発事業” を身近な存在にするために」】

< 満足度 >

< 満足度 ><どのような点が満足していただけましたか？もしくは満足してい
ただけませんでしたか？>
• 現状をよく理解できたのと、少しでも宇宙産業の裾野を広げ
る広報活動のお力添えができたらと喚起されました。
•メディアとの関わり方が大変参考になりました。
• 多面的にさまざまなバックグラウンドと活動をしている方々か
ら話を聞くことができ、広報に関する現在の状況や活動につ
いて理解が深まり、これから求められる広報についても官民
両面からの意見が聞けた。

<宇宙開発事業の認知度を高めるためには今後どのような方策
を取るべきだと思いますか？>
• 広報に資金を注ぐことは重要になってくるだろうと感じた。
•アメリカにはたくさん宇宙に関する民間有志の広報団体や個
人としても活発に発信している人々がいて、それができるのも
公式が高頻度に高確度な詳しい情報を公開しているためだと
思う。そのため日本のJAXAや宇宙ベンチャーなど官民関係
なく宇宙開発に携わっている団体が今よりももっと詳しく情報
公開を頻繁に進めていく必要があると思う。特にJAXAのプ
ロジェクトに関してはもっと公開発信していくべき。
• 非宇宙・異業種を巻き込みながら、宇宙開発の魅力を官民
問わず、積極的に発信していくこと。

＜ご意見・ご感想＞
• 期待以上に活発に議論がなされ、とても有意義で興味深いディ
スカッションでした。 どうもありがとうございました。

９月９日、９月10日に開催いたしました「宇宙開発フォーラム2023」にて、ご参加の皆さまにアンケートへご回答いただき
ました。本項では、その集計結果および感想・ご意見の一部を共有いたします。

【フォーラム全体】
フォーラム全体の満足度として、アンケートにお答えいただいた
全ての皆さまに「大変満足」または「満足」とお答えいただき、
十分に質の高いフォーラムをご提供することができたと考えてお
ります。
本年度のフォーラムではキャッチフレーズとして「もうそこにある、
宇宙開発」を掲げました。このキャッチフレーズでは、宇宙開発
が拡大し、私たちの生活にとってさらに身近になっていくさまを
「もうそこにある」と表現いたしました。それを示すかのように、
非宇宙産業からの参加者様の割合や、学生の参加者様の割合が
増加しており、宇宙産業の全方位的な拡大を実感する結果とな
りました。
レセプションの参加者様も学生の割合が他イベントに比して高く、
SDFメンバーの存在も含め、宇宙開発における学生の存在感や
勢いが実感できるフォーラムを実現できたと感じております。

<フォーラムの満足度 >

< 参加者様の比率 >

<レセプション参加者様の比率 >

【パネルディスカッション１ 「宇宙でよりよく生活するために」】アンケート結果
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1：満足できなかった　2：やや満足できなかった　3：どちらでもない
4：満足　5：大変満足

1：満足できなかった　2：やや満足できなかった　3：どちらでもない
4：満足　5：大変満足

1：満足できなかった　2：やや満足できなかった　3：どちらでもない
4：満足　5：大変満足
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＜宇宙人材育成をしようと思いましたか？＞

＜どのような点が満足していただけましたか？もしくは満足して
いただけませんでしたか？＞
• 学生の皆さんと視点の共有ができ、実情と課題も実感できた。

【ワークショップ２ 「宇宙開発をどう「みせる」か？-認知度向上のその先へ -」】

＜プログラムの構成はわかりやすかったですか？＞ ＜SSTS ( 宇宙科学技術社会論 ) という分野につ
いて、理解は深まりましたか？＞

＜宇宙開発側から市民への情報発信として、どのような点が重視さ
れるべきであると感じましたか？＞
• なかなか普段の生活の中では関わりのない分野のため、何のため
にどのような活動を行なっているのか、市民の目線に立って分かり
やすく出来るだけ実感を得られるように情報を発信する必要があ
ると感じました。
•メリットデメリットを公開した上での、再度魅力を情報発信させる
こと。

＜今後、宇宙開発はどのように市民と関わっていくべきだと考えます
か？＞
• 関わっていくべきだと思う。やはり分野を大きく発展させたいので
あれば、多くの人の関心や協力は必要不可欠なものになっていく
と考えるから。
• 今何かをやっても、変わりないと思うから、今やっていることを希
望を持って発信させるべき。

＜満足度＞
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【パネルディスカッション３ 「日本の宇宙建築計画～宇宙に住みたい～」】

＜どのような点が満足していただけましたか？もしくは満足して
いただけませんでしたか？＞
• 課題及びそれに向けてどういった取り組みができるかを考える
ことができた。

＜ご意見・ご感想＞
• 興味深く聞かせていただきました。他のDiscussionと同様
に、まだ様々な課題があるとわかりましたが、確実に前進し
ていると思いました。 どうもありがとうございました。

【ワークショップ１ 「宇宙開発人材育成までのストラテジー」】

＜満足度＞

1：満足できなかった　2：やや満足できなかった　3：どちらでもない
4：満足　5：大変満足

1：満足できなかった　2：やや満足できなかった　3：どちらでもない
4：満足　5：大変満足

1：しようと思わない　2：あまりしようと思わない　3：どちらでもない
4：しようと思う　5：強くしようと思う

1：非常にわかりにくかった　2：わかりにくかった　3：どちらでもない
4：わかりやすかった　5：非常にわかりやすかった

1：深まらなかった　2：あまり深まらなかった　3：どちらでもない
4：深まった　5：非常に深まった

2023 Annual Report



RX Japan株式会社

デロイト トーマツ コンサルティング合同会社

企業ポスター
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株式会社　日本経済新聞社
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Catastrophe
Aerospace

Heart Regional
人々の暮らしに寄り添ってきた保険は、
社会の変化に伴い変わりつつある。
その可能性を広げるのは、
三井住友海上の
社員一人ひとりの挑戦だ。

人々の暮らしに寄り添ってきた保険は、

向き合うから強くなる。

なりたい自分との
「ギャップ」を
いかに埋めるか
齋數 一平
Next Insurance出向

転機は研修で訪れたドイツで「君は
何のプロなの」と聞かれ、答えられな
かったこと。「損害保険のプロになろ
う」と、損害保険最高資格である
CPCUを取得。努力は裏切りませ
ん。一歩踏み出すことで世界が変わ
ることを実感しました。

米Insurtechスタートアップにて、
次世代デジタル保険に触れ伝統
的保険会社との協業に挑む。

私が向き合っていること

金融サービスを
誰にも平等に
Baptiste Dupont
再保険部・業務チーム

自然災害によって発生する経済損失の約2/3
は、保険で補償されていません。この「プロテク
ションギャップ」解消は、保険会社の大切なミッ
ションです。課題解決に向け、発展途上国等を
支援する保険制度に積極的に参画しています。

自然災害に関わるリスク管理のほか、海外官
民連携（Public and Private Partnership）
を活用した、誰一人取り残さない、平等な保
険制度の構築に注力。

私が向き合っていること

お客さま一人ひとりの
「こころ」に寄り添う
高嶺 千帆
九州損害サポート第二部
鹿児島県保険金お支払いセンター

事故によって大きく状況が異なる自動車事
故の過失割合や示談の交渉は、難しい業
務。でも「保険に入っていてよかった」との感
謝の声で、地元の人たちの役に立てた嬉し
さを実感します。お客さまが置かれた状況は
さまざま。一人ひとりの「こころ」に寄り添った
対応を心がけています。

自動車保険の支払いに関する業務に従事。
弁護士を交えての過失判断や、相手方との
示談交渉など、「事故」と「人」と向き合う。

私が向き合っていること

自治体とも連携し
地域に「暮らし」の安心を

髙尾 啓介
北海道支店　函館支社

それぞれの地域の課題に即した保険提
案は、社会的意義のある仕事。過去の
事例を踏まえたソリューションで、地元の
代理店を支援するほか、自治体とも連携
し、契約者のドライブレコーダーのデータ
を道路調査・修繕にも役立てています。

地域に根差した活動を行う多様な損
害保険代理店と共に、地域独自の課
題を解決し、暮らしの安心を提供する。

私が向き合っていること

携わる人々の宇宙への
想いを、ビジネス化に向け
支援する
久保田 美沙子
企画営業第五部 航空旅行宇宙課

宇宙マーケットの拡大に損害保険は不可
欠。宇宙開発に携わる方の熱意を、その
想いだけで終わらせず、ビジネス化に向け
てカタチにする。そのために損害保険には
何ができるのかを、常に自問自答していま
す。日本初の民間月着陸船の打ち上げも
成功し、挑戦を支える意義を実感します。

宇宙マーケットのスタートアップ企業を
担当。企業ごとに大きく異なる事業リスク
を踏まえ、スタートアップの経営を支援。

私が向き合っていること

䟝ְךぢֲֹ֮ծ爡㆞ה⢪ㄏך
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Catastrophe
Aerospace

Heart Regional
人々の暮らしに寄り添ってきた保険は、
社会の変化に伴い変わりつつある。
その可能性を広げるのは、
三井住友海上の
社員一人ひとりの挑戦だ。

人々の暮らしに寄り添ってきた保険は、

向き合うから強くなる。

なりたい自分との
「ギャップ」を
いかに埋めるか
齋數 一平
Next Insurance出向

転機は研修で訪れたドイツで「君は
何のプロなの」と聞かれ、答えられな
かったこと。「損害保険のプロになろ
う」と、損害保険最高資格である
CPCUを取得。努力は裏切りませ
ん。一歩踏み出すことで世界が変わ
ることを実感しました。

米Insurtechスタートアップにて、
次世代デジタル保険に触れ伝統
的保険会社との協業に挑む。

私が向き合っていること

金融サービスを
誰にも平等に
Baptiste Dupont
再保険部・業務チーム

自然災害によって発生する経済損失の約2/3
は、保険で補償されていません。この「プロテク
ションギャップ」解消は、保険会社の大切なミッ
ションです。課題解決に向け、発展途上国等を
支援する保険制度に積極的に参画しています。

自然災害に関わるリスク管理のほか、海外官
民連携（Public and Private Partnership）
を活用した、誰一人取り残さない、平等な保
険制度の構築に注力。

私が向き合っていること

お客さま一人ひとりの
「こころ」に寄り添う
高嶺 千帆
九州損害サポート第二部
鹿児島県保険金お支払いセンター

事故によって大きく状況が異なる自動車事
故の過失割合や示談の交渉は、難しい業
務。でも「保険に入っていてよかった」との感
謝の声で、地元の人たちの役に立てた嬉し
さを実感します。お客さまが置かれた状況は
さまざま。一人ひとりの「こころ」に寄り添った
対応を心がけています。

自動車保険の支払いに関する業務に従事。
弁護士を交えての過失判断や、相手方との
示談交渉など、「事故」と「人」と向き合う。

私が向き合っていること

自治体とも連携し
地域に「暮らし」の安心を

髙尾 啓介
北海道支店　函館支社

それぞれの地域の課題に即した保険提
案は、社会的意義のある仕事。過去の
事例を踏まえたソリューションで、地元の
代理店を支援するほか、自治体とも連携
し、契約者のドライブレコーダーのデータ
を道路調査・修繕にも役立てています。

地域に根差した活動を行う多様な損
害保険代理店と共に、地域独自の課
題を解決し、暮らしの安心を提供する。

私が向き合っていること

携わる人々の宇宙への
想いを、ビジネス化に向け
支援する
久保田 美沙子
企画営業第五部 航空旅行宇宙課

宇宙マーケットの拡大に損害保険は不可
欠。宇宙開発に携わる方の熱意を、その
想いだけで終わらせず、ビジネス化に向け
てカタチにする。そのために損害保険には
何ができるのかを、常に自問自答していま
す。日本初の民間月着陸船の打ち上げも
成功し、挑戦を支える意義を実感します。

宇宙マーケットのスタートアップ企業を
担当。企業ごとに大きく異なる事業リスク
を踏まえ、スタートアップの経営を支援。

私が向き合っていること
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一般社団法人 日本航空宇宙工業会 三井住友海上火災保険株式会社

　　 シルバー団体・企業 　　
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株式会社うちゅう スカパーJSAT株式会社



株式会社バンダイナムコフィルムワークス株式会社バスキュール 三菱電機株式会社 三菱重工業株式会社

　　 ブロンズ団体・企業 　　
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弊団体では、「宇宙開発フォーラム」の企画・運営に加え、各
メンバーが興味に応じて参加する「プロジェクト」と呼ばれる
活動も実施しています。
プロジェクトは現在、衛星データを扱う「dot.」、宇宙教育活
動を行う「USE」、宇宙に関する法体系を学ぶ「宇宙法研究会」
の3つのチームから成ります。 弊団体はかつて、フォーラムで
提言や問題提起を行うにとどまり、団体として宇宙開発に対し
て具体的なアクションを起こす機会を欠いていました。そうし
た状況を省み、メンバー自らが実際に行動・挑戦していくこと
をモットーとして2019年にプロジェクトが始動しました。ここ
では、dot.、USE、宇宙法研究会のこれまでの活動をご紹介
します。

　USE  　　　　　　　　
USE (Unit of Space Education) は小中高生を対象に、 
1. 文系・理系に関わらず多様な分野から宇宙について参加
者の方々に考えていただくこと

2. 楽しく、そして面白い学びの機会を提供すること
3. 大学生という立場を生かし、小中高生の宇宙への純粋な
興味と社会人が見ている現場をつなぐこと

の三つを目的とした宇宙教育活動を行うプロジェクトです。
宇宙開発には文系・理系を問わず、幅広い関わり方があります。
また、宇宙開発によって培われた技術はさまざまな分野の課題
解決やビジネスに利用されています。しかし、小中高生の多く
は宇宙開発について理工系の分野に限られたものというイメー
ジを持っており、将来の進路に宇宙という選択肢が入りにくい
という問題意識がありました。そこで、まだ進路が確定してい
ない小中高生を対象にワークショップなどを行い、宇宙開発へ
の幅広い関わり方や宇宙開発を通して得た技術・情報の社会
への活用の仕方を知ってもらうことで、小中高生の視野を広げ
たり、宇宙開発に関わりたいと思う小中高生を増やしたりする
ことができるのではないかと考えています。今年度は対面また
はオンラインにて、宇宙開発・利用を題材としたワークショッ
プイベント「SPACE SEMINAR」を実施しています。ワーク
ショップ開催のご相談も受け付けておりますので、お気軽にご
連絡ください。
ワークショップ開催のご相談はこちらから
use_contact@sdfec.org

【活動実績】
2020 年 11月 オンライン (Zoom) 開催 トビタテ留学
  JAPAN 高校生コース 
2020 年 11月 オンライン (Zoom) 開催 広尾学園および
  渋谷教育学園幕張 (0GRAVITY との共催 )
2021 年 8月 オンライン (Zoom) 開催 (SNS発信など
  にて参加者を広く募っての開催 )
2021 年 9月 オンライン (Zoom) 開催 (SNS発信など
  にて参加者を広く募っての開催 )
2022 年 7月 大阪府立三国丘高等学校
2022年 8月 宇宙の店 (SCOPE 主催 夏休み自由研究 
  WEEKでの開催 )
2023 年 5月 五月祭
2023年 10月 広尾学園 中学校 高等学校
2023年 11月 東京都立両国高等学校・附属中学校 
  (東北大学FROM THE EARTHとの共催)
2023 年 11月 駒場祭
2023年 12月 HELLO SPACE WORK! NIHONBASHI 
  2023 (あつまれキッズ！宇宙の仕事ワーク
  ショップにて出展 )

広尾学園での活動の様子

　dot.　　　　　　　　  
宇宙産業の成長のためにも衛星利用産業の拡大は必至です。
衛星利用の中でも地球観測衛星データの分野において、近年、
日本ではTellus、海外でもGoogle Earth Engine、EO 
Browserなどの衛星データプラットフォームが生まれることで
衛星データ利活用が推進され、一般の人でも衛星データを容
易に扱えるようになりました。様々な分野への活用が進む衛星
データですが、その可能性は未だ大きく、さらなる異分野への
利活用拡大が期待されています。

そのような背景の中、本プロジェクトdot.では衛星データの
解析手法を学び、同時にその利用法について考察することを主
な活動としています。さらに近年は新たな衛星データ利用法の
考案・コンテストの応募にも取り組んでいます。 本プロジェクト
から衛星データ解析に従事している卒業生も輩出しており、今
後も衛星利用を通して宇宙産業の裾野を広げるべく、日々研
鑽を積んでいます。

【今年度の活動実績】
本プロジェクトdot.では地球観測衛星データを扱い、プログ
ラミングを通じたデータ解析ゼミを行っています。
今年度の活動では基本的なPythonの学習から始まり、配列
計算、グラフ描画、表編集、画像加工、機械学習とプログラ
ミングの学習を行いました。今後の活動では、いよいよ画像解
析の学習に入っていきます。
また同時に、衛星データを用いた海洋プラスチックの観測と回
収について考察し、Atlantic Pacific オーシャンリバイバルコ
ンペティション 2022 年大会にて1次審査通過の評価をいた
だき、2023年度のAtlantic Pacific オーシャンリバイバルコ
ンペティションファイナル ( 未実施 ) での発表の機会を得まし
た。ファイナル出場時点で入賞は確定しましたが、最優秀賞を
目指します。

HELLO SPACE WORK!にて
小学生向けに衛星データワークショップを行う様子

五月祭にて小学生向けに
衛星データワークショップを行う様子

HELLO SPACE WORK!にて
小学生向けワークショップを行う様子

駒場祭での活動の様子

プロジェクト
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　宇宙法研究会　　　　   
宇宙開発の展開は、地上の国際社会の影響を受けて絶えず変
化し続けます。もともと東西冷戦の文脈を多分に含んで開始さ
れた宇宙活動は、今や民間事業者にとってのビジネス領域とも
なり、宇宙活動国も増加の一途をたどり多様化するなど、時
代の変遷に応じてさまざまな側面を見せてきました。
そのような性格をもつ宇宙活動に対して妥当な法規範を与える
ためには、既存の法体系を熟知し適切に運用することはもちろ
ん、その時々で展開されている宇宙開発の現状をよく観察し、
「他の領域にない特殊な事情は何か」「重視すべきリスクや恩
恵は何か」と考え続けることが不可欠です。そうした意味で、
宇宙法は、法学を含む特定の偏った分野の知見のみを用いて
議論し尽くせるものではありません。
文理の垣根を超えて多種多様な学生が集まる弊団体の強みを
活かし、宇宙法研究会では、今後展開されていく宇宙活動に
はどのような規範が妥当するべきなのかについて多角的な視野
から議論を重ねます。その成果を「宇宙法模擬裁判」への出
場を通して外部に発信し、宇宙法の運用に関する議論におい
て新たな切り口を生み出すことを目的としています。また、その
過程で宇宙法や複雑な規範運用に関する知見を身に付け、こ
れからの宇宙開発・利用及び宇宙法務の更なる発展に資する
「スペース・ロイヤー」を輩出しています。

【活動実績】
日本宇宙法学生会議 (SPALC) 主催の宇宙法模擬催裁判日本
大会における、宇宙法研究会の過去の実績は、以下のとおり
です。
2016年 総合優勝、原告最優秀書面
2017年 JAXA賞
2021年 被告最優秀書面、原告最優秀弁論者
2023年 原告最優秀書面、被告最優秀書面
2024年には、日本大会への出場に加え、日本での開催とな
るマンフレッド・ラクス宇宙法模擬裁判アジア・太平洋地域予
選への出場にもチャレンジします。

---【研究会概要】--------------------------------------
SDFでは、年に一度開催される宇宙開発フォーラムのコンテ
ンツに向けた調査・検討といったプロジェクトベースの学習の
ほかに、「研究会」という通年の調査活動を行っています。
研究会ではSDFメンバー一人ひとりの興味関心に重きを置き、
個人もしくは少人数グループによるテーマの決定と研究を行っ
ています。 本年も第一四半期には個人研究を行い、第二四半
期には新入生を対象に少人数グループを編成し、宇宙基本計
画を主軸に置いた研究活動を行いました。新入生の研究では、
それぞれのグループから全体に向けてディスカッションのトピッ
ク提示と問題提起がなされ、SDFメンバーとしての知見獲得
に取り組みました。

---【各研究会概要】------------------------------
研究会においてSDFメンバーは、その研究対象に基づき三つ
の分科会のいずれかに配属されます。メンバーはいずれかの分
科会に所属されます。本年度は科学技術分科会、政策安全保
障分科会、宇宙ビジネス分科会があり、興味の近いメンバー
同士で相互に知見を交換し合いながら学びを深めます。
科学技術分科会では、宇宙開発を支える科学技術の利用と開
発について研究します。宇宙開発はさまざまな科学技術に基づ
くものであり、科学技術分科会はSDFの宇宙リテラシーを高
めるための大きな役割を果たしています。本年度の活動の中で
はワイヤレス給電を例にした身近な技術の宇宙利用についての
研究や衛星開発の利用者とベンダーの関係についての研究が
行われました。
政策安全保障分科会では、宇宙開発におけるさまざまな規制
や国際問題について扱います。この分科会では政治や経済に
関する深い洞察が求められ、SDFの特色ある活動の一つと言
えます。本年の活動においては日本の宇宙開発におけるロケッ
ト開発の予算推移及び失敗に対する大衆意識の変遷というユ
ニークな研究や、宇宙開発を活用した地方創生の事例など、
さまざまな調査が行われました。
宇宙ビジネス分科会では、近年大きな盛り上がりを見せる経
済・産業分野における宇宙開発について議論します。SDFの
特徴として卒業生の勤務先や、現メンバーのインターン先に宇
宙関連企業が多いことがあげられ、現場の感覚を間近で感じ
ながら我々学生の考えることを形にできる非常に良い機会と
なっています。本年の取り組みとしてはベンチャー企業におけ
る知的財産についての研究や宇宙建築がもたらす経済圏の拡
大についての研究が実施されました。

2023 年度模擬裁判出場

　20周年記念イベント　  
宇宙開発フォーラムは2023年をもちまして、2003年の初開
催より20周年を迎えました。長きにわたり多くの皆さまから
ご支援いただきましたこと、改めて心より御礼申し上げます。

SDFでは20周年を記念し「SDF 20th Anniversary 
Business Idea Creation Workshop」と銘打ち、団体内で
記念企画を実施しております。本企画はSDFの通常の活動の
一環として、SDFのOBGが主導して行うものです。

具体的には「50年後の宇宙で大ヒットする『宇宙ビジネス』」
を切り口に、現役SDFメンバーがビジネスアイデアを提案する、
アイデアコンテストを実施しています。SDFは宇宙開発に対し
て問題意識を抱く学生も多く所属しており、このような問題意
識は得てしてビジネスの原点となりうるものです。SDFはこの
ような団体の特性を活かし、活動を社会に還元するべくビジネ
ス系の活動も不定期に行っておりました。本企画はそのような
SDFの強みを、宇宙業界に長く携わるOBGにバックアップし
ていただき、具体的なアイデアとして具現化する、という形に
なっております。

SDFの特徴はさまざまあげられますが、長い活動期間に裏付
けられた、層の厚いOBGの存在は特に強みとしてあげられま
す。本企画を通して現役メンバーとOBGとが一体となり、さ
らに団体の活動の質を向上させることで、社会への貢献を目指
します。
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岩本 悠希
大口 レオナルド 春樹
鈴木 健太
橋本 万理乃
東 亮太
阿部 舞哉
新井 涼夏
井ノ口 侑斗
椎野 麻悠
髙橋 慶悟
出口 隼詩
中原 京香
波多江 貴斗
平井 大源
廣田 伊功磨
藤田 楓
森岡 悠輔
石川 成美
石田 稜馬
伊藤 聡祐
植田 夢叶
江川 諒太
大姶良 日陽
小野 蒼天
北原 匠真
城戸 信之
小林 聖治
小林 政毅
三枝 虎ノ介
菅原 一眞
関口 雄大
高城 沙映
露口 柚月
西浦 大成
福島 彩未
堀 萌江子
待田 凌
松本 悠作
三木 嵩大
柳 圭亮
湯浅 鈴音
柚木 一希
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横関 悠平
横山 奈々
若海 翼
藍郷 恭太郎
足立 裕星
安藤 優志
飯村 胡春
池田 有輝
石山 萌花
今村 美由希
岩嵜 祐希
上原 里記
江嶋 銀志
大石 優莉菜
柿澤 絃彰
加藤 享佑
加藤万由子
金山 広樹
神田 慎平
久保 陽葵
黒川 慶
幸泉 花梨
河野 優
小林 涼雅
近藤 遼太郎
才神 和穂
佐藤 亜由美
敷地 咲来
島 林太郎
島田 大徹
清水 萌
清水 凛佳
城谷 光亮
徐 銘
杉本 俊太
曽根崎 巧真
孫 翰岳
髙原 大雅
高見沢 岳志
武田 佳樹
竹林 聖浩
田中 花凜

田中 裕翔
田辺 慶一郎
谷本 あすか
津田 奈々子
寺尾 惺来
中島 瑠南
永田 美星
永戸 晴基
中村 美童
中村 美宙
西村 樹里
西村 里久
野見山 裕也
伴 優花
平井 咲如
平田 泰之
平柳 智明
藤原 建
堀江 優菜
松永 一汰
松本 英愛
丸林 純平
三木 菜摘
道上 勇飛
三室 大護
三宅 純平
盛田 幸佑
盛田 忍之
森田 陽葵
森脇 花楓
八巻 玲那
山口 雪乃
山下 大輔
山本 耕大
吉村 大樹
蓬田 舜
若杉 隆史
若月 駿亮

団体紹介 メンバー紹介
【団体名】
宇宙開発フォーラム実行委員会 （SDF）
SPACE Development Forum Executive Committee

【通常活動】
宇宙開発フォーラム実行委員会 (SDF) は宇宙開発の現状を学際的な視
点から捉え、社会に議論の場を提供する学生団体です。メンバーの多様
なバックグラウンドを活かし、年に一度の宇宙開発フォーラムの企画・
運営を中心に、宇宙法模擬裁判への出場や衛星データの解析、宇宙教
育イベントの開催など、宇宙開発に関する様々な活動を展開しています。

【沿革】
2002 年 団体設立
2003年 宇宙開発フォーラム 初開催
2009年 宇宙法模擬裁判日本大会 本大会出場
2016年 国際航空宇宙展 (JA2016) 出展
2023年 宇宙開発フォーラム 2023 開催
2023年 20周年記念イベント開催

【募集】
SDFは春・秋の新歓期間にて、所属分野を問わず、宇宙開発について
興味を持つ大学生および修士課程の大学院生のメンバーを募集していま
す。また、活動見学は年間を通して可能ですので、下記ウェブサイトの
お問い合わせフォームよりお気軽にご連絡ください 。

SDF公式HP：https://www.sdfec.org
公式HP QRコード



宇宙開発フォーラム2023支援団体 (敬称略)

後援団体
● 内閣府
● 外務省
● 文部科学省
● 経済産業省
● 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
● 一般財団法人日本宇宙フォーラム
● 一般社団法人 SPACETIDE

宇宙開発フォーラム実行委員会 2023年支援団体 (敬称略)

協賛企業・団体　ゴールド
● 株式会社IHI
● 株式会社アミル
● RX Japan株式会社
● デロイト トーマツ コンサルティング合同会社
● 株式会社　日本経済新聞社
● 一般社団法人日本航空宇宙工業会
● 株式会社　放送衛星システム
● 三井住友海上火災保険株式会社

協賛企業・団体　シルバー
● 株式会社うちゅう
● スカパーJSAT株式会社
● 株式会社天地人
● 日本衛星ビジネス協会
● 株式会社バスキュール
● 株式会社バンダイナムコフィルムワークス
● 三菱電機株式会社

協賛企業・団体　ブロンズ
● 株式会社ＩＨＩエアロスペース
● 一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構
● 将来宇宙輸送システム株式会社
● 日本電気株式会社
● 株式会社パスコ
● 三菱重工業株式会社
● 一般財団法人リモート・センシング技術センター
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